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１．調査概要１．調査概要１．調査概要１．調査概要    
    

１．調査の目的 

平成 27 年度より、子ども・子育て支援法に基づく新たな子ども・子育て支援制度のもと、教育・

保育その他の子育て支援の充実を図るため５年間を一期とする『子ども・子育て支援事業計画』を

策定し、計画的に給付・事業を実施する予定である。 

本調査は、『子ども・子育て支援事業計画』で確保を図るべき教育・保育その他の子育て支援の

「量の見込み」を算出するため、小学生までの児童を持つ保護者を対象に、教育・保育その他の子

育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握することを目的に実施した。 

 

２．調査設計 

（１）対象地域：裾野市全域 

（２）対 象 者：①就学前児童がいる世帯  2,000 世帯（無作為抽出） 

        ②小学生がいる世帯     500 世帯（無作為抽出） 

（３）調査期間：平成 25 年 12 月５日～平成 26 年１月 28 日 

（４）調査方法：①就学前児童    郵送配布・郵送回収（お礼兼督促状 １回送付） 

         ②小学校児童    学校配布・学校回収 

 

３．調査の目的 

 対象者数 有効回収数 有効回収率（％） 

就学前児童 2,000 人 1,215 人 60.8％ 

小学校児童 500 人 450 人 90.0％ 

 

 

 

 

 

１ 結果は百分率で表示し、数表・グラフの百分率は小数第２位を四捨五入している。そのため、

個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。また、複数回答可の設問は、

全ての比率を合計すると 100.0％を超えることがある。 

２ グラフ中の「Ｎ（Number of case の略）」は基数で、その質問に回答すべき人数を表している。 

３ 報告書のスペースの関係で、文言が長い選択肢については、一部省略している。 

 

 

    

この冊子のよみかた 
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２．調査結果【就学前児童】２．調査結果【就学前児童】２．調査結果【就学前児童】２．調査結果【就学前児童】    
    

１．お子さんとご家族の状況について１．お子さんとご家族の状況について１．お子さんとご家族の状況について１．お子さんとご家族の状況について    

    

問１問１問１問１    あなたのお住まいのあなたのお住まいのあなたのお住まいのあなたのお住まいの地区地区地区地区を教えてください。を教えてください。を教えてください。を教えてください。（○は１つ）（○は１つ）（○は１つ）（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お住まいの地区は、「西」が 32.2％と最も多く、次いで「富岡」が 28.9％、「東」が 24.1％などと

なっている。 

 

 

問２問２問２問２    封筒のあて名のお子封筒のあて名のお子封筒のあて名のお子封筒のあて名のお子ささささんの生年月んの生年月んの生年月んの生年月ををををご記入くださいご記入くださいご記入くださいご記入ください。。。。（数字で記入）（数字で記入）（数字で記入）（数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの年齢は、「０歳」が 25.5％と最も多く、次いで「１歳」が 16.7％、「２歳」が 15.6％な

どとなっている。 

 

N=1215

無回答
0.8%

深良
9.3%

東
24.1%

須山
4.7%

富岡
28.9%

西
32.2%

N=1215

５歳
13.7%

２歳
15.6%

０歳
25.5%４歳

14.6%

３歳
13.8%

１歳
16.7%
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問３問３問３問３    封筒のあて名のお子さ封筒のあて名のお子さ封筒のあて名のお子さ封筒のあて名のお子さんんんんを含め、お子を含め、お子を含め、お子を含め、お子さんさんさんさんは何人いますか。は何人いますか。は何人いますか。は何人いますか。    

            また、２人以上いる場合、末子のまた、２人以上いる場合、末子のまた、２人以上いる場合、末子のまた、２人以上いる場合、末子の生年月生年月生年月生年月をご記入ください。をご記入ください。をご記入ください。をご記入ください。（数字で記入）（数字で記入）（数字で記入）（数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの人数は、「２人」が 45.3％と最も多く、次いで「１人」が 37.3％、「３人」が 14.1％な

どとなっている。 

  お子さんが２人以上いる場合の末子の年齢は、「０歳」が 32.9％と最も多く、次いで「１歳」が

16.4％、「２歳」が 15.1％などとなっている。 

 

 

問問問問４４４４    この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（○は１つ）この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（○は１つ）この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（○は１つ）この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答者は、「母親」が91.7％と最も多く、次いで「父親」が8.1％、「その他」が0.2％となっている。 

 

N=1215

３人
14.1% １人

37.3%

５人以上
0.9%４人

2.5%

２人
45.3%

N=762

５歳
9.8%

２歳
15.1%

０歳
32.9%

無回答
4.5%

４歳
10.6%

３歳
10.6%

１歳
16.4%

N=1215

その他
0.2%

母親
91.7%

父親
8.1%
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問問問問５５５５    この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えくださいこの調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えくださいこの調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えくださいこの調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。。。。（○は１つ）（○は１つ）（○は１つ）（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  配偶関係は、「配偶者がいる」が 95.7％、「配偶者はいない」が 4.3％となっている。 

 

 

問問問問６６６６    あて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育て（（（（教育を含む教育を含む教育を含む教育を含む））））を主に行っているのはどなたですか。（○は１つ）を主に行っているのはどなたですか。（○は１つ）を主に行っているのはどなたですか。（○は１つ）を主に行っているのはどなたですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方は、「父母ともに」が 52.6％と最も多く、次

いで「主に母親」が 45.3％、「主に祖父母」が 0.9％などとなっている。 

 

N=1215

配偶者がいる
95.7%

配偶者は
いない
4.3%

N=1215

無回答
0.2%

主に祖父母
0.9%

父母ともに
52.6%

その他
0.3%

主に父親
0.7%

主に母親
45.3%
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問問問問７７７７    あて名のお子さんの、父母との同居状況についてお答えください。（○は１つ）あて名のお子さんの、父母との同居状況についてお答えください。（○は１つ）あて名のお子さんの、父母との同居状況についてお答えください。（○は１つ）あて名のお子さんの、父母との同居状況についてお答えください。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの父母との同居状況は、「父母同居」が 91.8％と最も多く、次いで「母のみ同居（父親単

身赴任等）」が 3.8％、「母のみ同居（ひとり親家庭）」が 3.7％などとなっている。 

 

 

問問問問８８８８    あて名のお子さんの、祖父母との同居・近居（概ねあて名のお子さんの、祖父母との同居・近居（概ねあて名のお子さんの、祖父母との同居・近居（概ねあて名のお子さんの、祖父母との同居・近居（概ね 30303030 分以内程度に行き来できる範囲）分以内程度に行き来できる範囲）分以内程度に行き来できる範囲）分以内程度に行き来できる範囲）    

            の状況についてお答えください。（○はあてはまるものすべて）の状況についてお答えください。（○はあてはまるものすべて）の状況についてお答えください。（○はあてはまるものすべて）の状況についてお答えください。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの祖父母との同居・近居状況は、「祖母近居」が 41.6％と最も多く、次いで「祖父近居」

が 37.2％、「祖父母どちらとも同居・近居していない」が 35.3％などとなっている。全体から「祖

父母どちらとも同居・近居していない」と「無回答」を差し引いた『祖父母が同居または近居して

いる』は、64.5％となっている。 

 

 

父母同居

父のみ同居（ひとり親家庭）

父のみ同居（母親単身赴任等）

母のみ同居（ひとり親家庭）

母のみ同居（父親単身赴任等）

父母どちらとも同居していない

無回答
N=1215

91.8

0.6

0.1

3.7

3.8

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

祖父母どちらとも
同居・近居していない

無回答
N=1215

20.4

22.5

37.2

41.6

35.3

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

祖父母が同居 

または近居している 

64.5％ 
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２．子どもの育ちをめぐる環境について２．子どもの育ちをめぐる環境について２．子どもの育ちをめぐる環境について２．子どもの育ちをめぐる環境について    

 

問問問問９９９９    あて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方はどなたあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方はどなたあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方はどなたあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方はどなた    

            （（（（どのどのどのどの施設）ですか。お子さんからみた関係でお答えください。施設）ですか。お子さんからみた関係でお答えください。施設）ですか。お子さんからみた関係でお答えください。施設）ですか。お子さんからみた関係でお答えください。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方は、「父母ともに」が 55.2％

と最も多く、次いで「母親」が 39.3％、「保育園」が 22.9％などとなっている。 

 

 

問問問問 10101010    あて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われるあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われるあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われるあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われる    

環境はどれですか。（○はあてはまるものすべて）環境はどれですか。（○はあてはまるものすべて）環境はどれですか。（○はあてはまるものすべて）環境はどれですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われる環境は、「家庭」が

91.4％と最も多く、次いで「保育園」が 29.8％、「幼稚園」が 25.3％などとなっている。 

 

父母ともに

母親

保育園

祖父母

幼稚園

父親

その他

無回答
N=1215

55.2

39.3

22.9

21.8

17.5

0.6

3.2

0.2

0% 20% 40% 60%

家庭

保育園

幼稚園

地域

その他

無回答
N=1215

91.4

29.8

25.3

16.0

1.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問問問問 11111111    日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はあてはまるも日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はあてはまるも日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はあてはまるも日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はあてはまるものすべて）のすべて）のすべて）のすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもられる」が 51.4％と最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が

31.4％、「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」が 15.9％などとな

っている。 

 

 

問 11 で「１ ～２ 祖父母等の親族に子どもをみてもらえる」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 11111111－１－１－１－１    祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。    

（○（○（○（○はあてはまるものすべて）はあてはまるものすべて）はあてはまるものすべて）はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  祖父母等の親戚にお子さんをみてもらっている状況については、「祖父母等の親族に安心して子ど

もをみてもらえる」が 58.9%と最も多く、次いで「自分たち親の立場として、負担をかけていること

が心苦しい」が25.2％、「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」が19.4％

などとなっている。 

 

日常的に
祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には
祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもを
みてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを
みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答
N=1215

31.4

51.4

3.0

15.9

14.4

1.0

0% 20% 40% 60%

祖父母等の親族に
安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が
大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や
精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけていることが心苦しい

子どもにとってふさわしい環境で
あるか、少し不安がある

その他

無回答
N=941

58.9

17.2

19.4

25.2

8.2

3.3

1.0

0% 20% 40% 60%
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11 で「３～４ 友人・知人に子どもをみてもらえる」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 11111111－２－２－２－２    友人や知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えく友人や知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えく友人や知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えく友人や知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。ださい。ださい。ださい。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  友人や知人にお子さんをみてもらっている状況については、「友人・知人に安心して子どもをみて

もらえる」が 45.5％と最も多く、次いで「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦

しい」が 38.5％、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」が 28.6％などと

なっている。 

 

 

友人・知人に安心して
子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が
大きく心配である

友人・知人の時間的制約や
精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけていることが心苦しい

子どもにとってふさわしい環境で
あるか、少し不安がある

その他

無回答
N=213

45.5

6.1

28.6

38.5

2.8

5.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問問問問 11112222    あて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育て((((教育・保育を含む教育・保育を含む教育・保育を含む教育・保育を含む))))をする上で、気軽に相談できる人はをする上で、気軽に相談できる人はをする上で、気軽に相談できる人はをする上で、気軽に相談できる人は    

いますか。また、相談できる場所はありますか。（○は１つ）いますか。また、相談できる場所はありますか。（○は１つ）いますか。また、相談できる場所はありますか。（○は１つ）いますか。また、相談できる場所はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育を含む）をする上で、気軽に相談できる人・場所は、「いる／ある」

が 94.2％、「いない／ない」が 3.8％となっている。 

 

 

問 12 で「１ いる／ある」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 11112222――――１１１１    お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）    

ですか。（○はあてはまるものすべて）ですか。（○はあてはまるものすべて）ですか。（○はあてはまるものすべて）ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、

気軽に相談できる先は、「友人や知人」が 81.7％と最

も多く、次いで「祖父母等の親族」が 80.3％、「保育

士」が 18.7％などとなっている。 

 

 

 

 

 

N=1215

無回答
2.0%

いる／ある
94.2%

いない／ない
3.8%

友人や知人

祖父母等の親族

保育士

幼稚園教諭

子育て支援施設センター・ＮＰＯ

近所の人

市の保健師・県の保健所

かかりつけの医師

子育てサークル

家庭児童相談員

民生委員・児童委員

県の児童相談所

その他

無回答
N=1145

81.7

80.3

18.7

15.3

12.1

11.4

10.1

6.6

2.8

0.4

0.3

0.1

1.7

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問問問問 11113333    お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先はどこですか。お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先はどこですか。お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先はどこですか。お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先はどこですか。    

また、方法はまた、方法はまた、方法はまた、方法は何ですか何ですか何ですか何ですか。。。。（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支

援情報の入手先は、「知人・友人」が 65.5％と最も多

く、次いで「広報すその」が 42.3％、「インターネッ

ト等」が 30.6％などとなっている。 

 

 

 

 

 

問問問問 11114444    お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報について、現在、満足されてについて、現在、満足されてについて、現在、満足されてについて、現在、満足されて    

いますかいますかいますかいますか。（○は１つ）。（○は１つ）。（○は１つ）。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報についての満足状況は、「やや満足して

いる」が 45.8％と最も多く、次いで「あまり満足していない」が 21.6％、「わからない」が 16.5％

などとなっている。『満足している』は 56.6％、『満足していない』は 25.4％となっている。 

 

知人・友人

広報すその

インターネット等

保育園

幼稚園

市役所の窓口

テレビ

新聞・雑誌

子育てサークル

ラジオ

その他

入手していない

無回答 N=1215

65.5

42.3

30.6

27.2

22.5

12.4

12.2

9.2

8.3

0.3

2.3

4.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

N=1215

無回答
1.6%

あまり
満足して
いない
21.6%

とても
満足している
10.8%

わからない
16.5%

全然
満足して
いない
3.8%

やや
満足している
45.8%
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３３３３．．．．保護者の就労状況について保護者の就労状況について保護者の就労状況について保護者の就労状況について    

 

問問問問11116666    あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（（（（自営業、家族従事者含む自営業、家族従事者含む自営業、家族従事者含む自営業、家族従事者含む））））をうかがいます。をうかがいます。をうかがいます。をうかがいます。    

 

母母母母            親親親親    

 

問問問問 16161616（１）（１）（１）（１）現在の就労状況現在の就労状況現在の就労状況現在の就労状況（○は１つ）（○は１つ）（○は１つ）（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  母親の就労状況は、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 50.2％と最も多く、次い

で「パート・アルバイト等で就労している」が 20.1％、「フルタイムで就労している」が 15.6％な

どとなっている。 

 

 

 

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、
産休･育休･介護休業中である

パート･アルバイト等で就労している

パート･アルバイト等で就労しているが、
産休･育休･介護休業中である

以前は就労していたが、
現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
N=1206

15.6

6.1

20.1

2.2

50.2

5.1

0.7

0% 20% 40% 60%
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問 16（１）で「１～４ 就労している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（１）―１（１）―１（１）―１（１）―１    １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間((((残業時間を含む残業時間を含む残業時間を含む残業時間を含む))))」と」と」と」と    

家を出る家を出る家を出る家を出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でな時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でな時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でな時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でな    

い場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介い場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介い場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介い場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介    

護休業中の方は護休業中の方は護休業中の方は護休業中の方は、、、、休業に入る前の状況についてお答えください。休業に入る前の状況についてお答えください。休業に入る前の状況についてお答えください。休業に入る前の状況についてお答えください。（（（（数字で記入数字で記入数字で記入数字で記入））））    

 

 ●週あたりの就労日数 

 

 

 

 

 

 ●日あたりの就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●家を出る時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 ●帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

  週あたり「５日」、日あたり「８時間」就労している母親が多い。 

  家を出る時刻は、「８時台」が 30.1％と最も多く、帰宅時刻は「18時台」が 26.7％と最も多くな

っている。 

 

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

N=531

0.2 1.9 3.8 7.3

54.2

7.0
0.6

25.0

0%

20%

40%

60%

４
時
間
以
下

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

1
0
時
間

1
1
時
間

1
2
時
間

1
3
時
間

1
4
時
間

1
5
時
間

1
6
時
間
以
上

無
回
答

N=531

7.2 7.7 9.6 9.8

26.4

6.4 4.5
1.5 0.8 0.4 0.0 0.0 0.4

25.4

0%

10%

20%

30%

４
時
台
以
前

５
時
台

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台
以
降

無
回
答

N=531

0.4 0.0 2.3

29.6 30.1

7.2
0.6 0.2 3.0

26.7

0%

10%

20%

30%

40%

1
5
時
台
以
前

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台

2
0
時
台

2
1
時
台

2
2
時
台

2
3
時
台
以
降

無
回
答

N=531

8.9
5.6

14.1

26.7

10.5
4.1

1.1 0.2 1.9

26.7

0%

10%

20%

30%
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問 16（１）で「３～４ パート・アルバイト等で就労している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（１）―２（１）―２（１）―２（１）―２    フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  フルタイムへの転換希望は、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 51.7％と最も

多く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 33.8％、「フルタイ

ムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」が 8.2％などとなっている。 

 

 

問 16（１）で「５～６ 就労していない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（１）―３（１）―３（１）―３（１）―３    就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●就労したいと思う時期（末子の年齢） 

 

 

 

 

 

 

 

  就労したいという希望は、「１年より先、一番下の子どもが（  ）歳になったころに就労したい」

が 58.9％と最も多く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 20.8％、「す

ぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 19.3％となっている。 

  就労したいと思う時期（末子の年齢）は、「６歳以上」が 41.5％と最も多く、次いで「３歳」が

26.5％、「４歳」が 17.8％などとなっている。 

 

フルタイムへの転換希望があり、
実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、
実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を
続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて
子育てや家事に専念したい

無回答

N=269

8.2

33.8

51.7

1.9

4.5

0% 20% 40% 60%

子育てや家事などに専念したい
（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが
（　　）歳になったころに就労したい

すぐにでも、
もしくは１年以内に就労したい

無回答

N=667

20.8

58.9

19.3

0.9

0% 20% 40% 60%

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳
以
上

無
回
答

N=393

0.0 2.0 3.1

26.5
17.8

4.3

41.5

4.8

0%
10%
20%
30%
40%
50%
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問 16（１）—3 で「3 すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（１）―４（１）―４（１）―４（１）―４    希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●週あたりの希望就労日数・日あたりの希望就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  希望する就労形態は、「パート・アルバイト等」が 80.6％、「フルタイム」が 19.4％となっている。 

  週あたりの希望就労日数は「４日」が 40.4％と最も多く、日あたりの希望就労時間は「５時間」

が 38.5％と最も多くなっている。 

 

 

２

日

３

日

４

日

５

日

N=104

3.8

27.9

40.4

27.9

0%
10%
20%
30%
40%
50%

３
時
間
以
下

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間
以
上

無
回
答

N=104

2.9

27.9

38.5

26.0

3.8 1.0
0%

10%

20%

30%

40%

N=129

フルタイム
19.4%

パート･
アルバイト等
80.6%
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父父父父            親親親親    

 

問問問問 16161616（２）現在の就労状況（○は１つ）（２）現在の就労状況（○は１つ）（２）現在の就労状況（○は１つ）（２）現在の就労状況（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  父親の現在の就労状況は、「フルタイムで就労している」が 92.4％と突出している。 

 

 

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、
産休･育休･介護休業中である

パート･アルバイト等で就労している

パート･アルバイト等で就労しているが、
産休･育休･介護休業中である

以前は就労していたが、
現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
N=1167

92.4

0.3

0.5

0.0

0.5

0.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 16（２）で「１～４ 就労している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（２）―１（２）―１（２）―１（２）―１    １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間((((残業時間を含む残業時間を含む残業時間を含む残業時間を含む))))」と家」と家」と家」と家    

を出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない    

場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休・介護休・介護休・介護    

休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）    

 

 ●週あたりの就労日数 

 

 

 

 

 

 ●日あたりの就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 ●家を出る時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 ●帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

  週あたり「５日」、日あたり「８時間」就労している父親が多くなっている。 

  家を出る時刻は「７時台」が 41.6％と最も多く、帰宅時刻は「20時台」が 19.1%と最も多くなっ

ている。 

 

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

N=1087

0.0 0.2 0.7 0.4

67.9

21.6

1.6 7.6

0%

20%

40%

60%

80%

４
時
間
以
下

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

1
0
時
間

1
1
時
間

1
2
時
間

1
3
時
間

1
4
時
間

1
5
時
間

1
6
時
間
以
上

無
回
答

N=1087

0.1 0.2 0.2 0.5

23.3

14.4
21.1

9.2 11.1
4.9

2.0 1.7 1.9

9.5

0%

10%

20%

30%

４
時
台
以
前

５
時
台

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台
以
降

無
回
答

N=1087

1.4 2.9
12.8

41.6

26.0

4.1 0.4 0.0 1.6
9.3

0%
10%
20%
30%
40%
50%

1
5
時
台
以
前

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台

2
0
時
台

2
1
時
台

2
2
時
台

2
3
時
台
以
降

無
回
答

N=1087

0.9 1.0
4.6

14.0
18.2 19.1

15.9

9.1 7.6 9.5

0%

5%

10%

15%

20%
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問 16（２）で「３～４ パート・アルバイト等で就労している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（（（（２）―２２）―２２）―２２）―２    フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  フルタイムへの転換希望は、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」、「フル

タイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」がそれぞれ 33.3％と最も多く、次いで「パ

ート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 16.7％となっている。 

 

 

問 16（２）で「５～６ 就労していない」を選ばれた方にうかがいます。    

問問問問 16161616（２）―３（２）―３（２）―３（２）―３    就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

  就労したいという希望は、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 71.4%％と最も多く、

次いで「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 28.6％となっている。 

 

 

問 16（２）—3 で「3 すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（２）―４（２）―４（２）―４（２）―４    希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  希望する就労形態は、「フルタイム」が 100.0％となっている。 

 

フルタイムへの転換希望があり、
実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、
実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を
続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて
子育てや家事に専念したい

無回答

N=6

33.3

33.3

16.7

0.0

16.7

0% 10% 20% 30% 40%

子育てや家事などに専念したい
（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが
（　　）歳になったころに就労したい

すぐにでも、
もしくは１年以内に就労したい

N=7

28.6

0.0

71.4

0% 20% 40% 60% 80%

N=5

フルタイム
100.0%

パート･
アルバイト等

0.0%
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４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について    
 

問問問問 17171717    あて名のお子さんは現在、幼稚園あて名のお子さんは現在、幼稚園あて名のお子さんは現在、幼稚園あて名のお子さんは現在、幼稚園やややや保育園保育園保育園保育園等の「定期的な教育・保育の事業」を利用し等の「定期的な教育・保育の事業」を利用し等の「定期的な教育・保育の事業」を利用し等の「定期的な教育・保育の事業」を利用し    

ていますか。（○は１つ）ていますか。（○は１つ）ていますか。（○は１つ）ていますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの定期的な教育・保育の事業の利用状況は、「利用している」が 52.3％、「利用していな

い」が 47.7％となっている。 
 

 

問 17 で「１ 利用している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 17171717－－－－１１１１    あて名のお子さんはあて名のお子さんはあて名のお子さんはあて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を、平日どのような教育・保育の事業を、平日どのような教育・保育の事業を、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。利用していますか。利用していますか。利用していますか。    

年間を通じて定期的に利用している事業をお答えください。年間を通じて定期的に利用している事業をお答えください。年間を通じて定期的に利用している事業をお答えください。年間を通じて定期的に利用している事業をお答えください。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      お子さんが平日定期的に利用している教育・保育の

事業は、「公立認可保育園」が 28.0％と最も多く、次

いで「公立幼稚園」が 27.8％、「私立認可保育園」が

20.0％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

N=1215

利用して
いる
52.3%

利用して
いない
47.7%

公立認可保育園

公立幼稚園

私立認可保育園

私立幼稚園

事業所内保育施設

児童発達支援施設

幼稚園の預かり保育

その他の認可外の保育施設

自治体の認証・認定保育施設

ファミリーサポートセンター

認定こども園

家庭的保育(保育ママ)

居宅訪問型保育

その他

無回答
N=636

28.0

27.8

20.0

17.8

2.5

0.9

0.8

0.8

0.6

0.3

0.2

0.0

0.0

0.8

1.4

0% 10% 20% 30%



裾野市 子ども・子育て支援ニーズ調査 

19 

問 17 で「１ 利用している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 17171717－２－２－２－２    平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していま平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していま平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していま平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していま    

すか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。すか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。すか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。すか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。1111 週週週週ああああたり何日、たり何日、たり何日、たり何日、1111 日あた日あた日あた日あた    

り何時間（何時から何時まり何時間（何時から何時まり何時間（何時から何時まり何時間（何時から何時まで）かお答えください。（数字で記入）で）かお答えください。（数字で記入）で）かお答えください。（数字で記入）で）かお答えください。（数字で記入）    

 

（１）現在 

 

 ●現在の週あたりの利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 ●現在の日あたりの利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●現在の利用開始時刻・利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  定期的に利用している教育・保育の事業の現在の利用状況は、週あたり「５日」、日あたり「５時

間」の利用が多くなっている。 

  利用開始時刻は「９時台」が 43.9％と最も多く、利用終了時刻は「14時台」が 29.6％と最も多く

なっている。 

 

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

無
回
答

N=636

0.9 0.9 0.9 1.1

86.8

9.3

0%
20%
40%
60%
80%

100%

１
時
間

２
時
間

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

1
0
時
間

1
1
時
間

1
2
時
間
以
上

無
回
答

N=636

0.2 0.6 0.6 0.9

25.3

15.7

7.7
14.5 12.1 10.2

2.5 0.3

9.3

0%

10%

20%

30%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=636

7.7

36.5
43.9

2.4
9.6

0%
10%
20%
30%
40%
50%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=636

0.8 0.3

29.6

13.2 12.4
19.3

13.4

1.4

9.6

0%

10%

20%

30%
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（２）希望 

 

 ●希望する週あたりの利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 ●希望する日あたりの利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●希望する利用開始時刻・利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  定期的に利用している教育・保育の事業の希望する利用状況は、週あたり「５日」、日あたり「６

時間」の利用が多くなっている。 

  利用開始時刻は「９時台」が 33.3％と最も多く、利用終了時刻は「15時台」が 23.6％と最も多く

なっている。 

 

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

無
回
答

N=636

0.0 0.5 0.8 0.5

70.0

28.3

0%

20%

40%

60%

80%

１
時
間

２
時
間

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

1
0
時
間

1
1
時
間

1
2
時
間
以
上

無
回
答

N=636

0.0 0.3 0.0 0.0
4.1

20.1

11.8 13.2
8.5 7.2 4.4 1.6

28.8

0%

10%

20%

30%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=636

6.8

29.9 33.3

0.9

29.1

0%

10%

20%

30%

40%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=636

0.2 0.0
3.9

23.6

14.0 14.8
9.3

5.3

28.9

0%

10%

20%

30%
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問 17 で「１ 利用している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 17171717－３－３－３－３    現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（○は１つ）現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（○は１つ）現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（○は１つ）現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現在利用している教育・保育事業の実施場所は、「裾野市内」が 85.9％、「裾野市外」が 7.5％と

なっている。 

 

 

    

問 17 で「１ 利用している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 17171717－４－４－４－４    平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は何ですか。平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は何ですか。平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は何ですか。平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は何ですか。    

（○は（○は（○は（○はあてはまるものすべてあてはまるものすべてあてはまるものすべてあてはまるものすべて））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」が 62.4％

と最も多く、次いで「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労中である」が 47.5％、「子育て

（教育を含む）をしている方が就労予定である／求職中である」が 2.2％となっている。 

 

 

N=636

無回答
6.6%

裾野市内
85.9%

裾野市外
7.5%

子どもの教育や発達のため

子育て(教育を含む)をしている方が
現在就労中である

子育て(教育を含む)をしている方が
就労予定である／求職中である

子育て(教育を含む)をしている方が
家族・親族などを介護している

子育て(教育を含む)をしている方に
病気や障害がある

子育て(教育を含む)をしている方が
学生である

その他

無回答
N=636

62.4

47.5

2.2

0.9

0.6

0.0

1.3

7.2

0% 20% 40% 60% 80%
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問 17 で「２ 利用していない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 17171717－５－５－５－５    定期的な教育・保育事業の利用をしていない理由は何ですか定期的な教育・保育事業の利用をしていない理由は何ですか定期的な教育・保育事業の利用をしていない理由は何ですか定期的な教育・保育事業の利用をしていない理由は何ですか。。。。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●定期的な教育・保育事業の利用を開始しようと思っているお子さんの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  定期的な教育・保育事業を利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため」が 56.3％と最も多

く、次いで「利用する必要がない（家庭内での保育・教育が可能）」が 49.9％、「利用したいが、保

育・教育の事業に空きがない」が 13.5％などとなっている。 

  『子どもがまだ小さいため』と回答した人が定期的な教育・保育事業の利用を開始しようと思っ

ているお子さんの年齢は、「３歳」が 57.7％と最も多く、次いで「４歳」が 19.3％、「１歳」が 12.9％

などとなっている。 

 

子どもがまだ小さいため

利用する必要がない
(家庭内での保育・教育が可能)

利用したいが、
保育・教育の事業に空きがない

子どもの祖父母や親戚の人が
みている

利用したいが、
経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、事業の質や
場所など、納得できる事業がない

利用したいが、延長・夜間等の
時間帯の条件が合わない

近所の人や
父母の友人、知人がみている

その他

無回答 N=579

56.3

49.9

13.5

10.0

5.0

2.4

0.7

0.3

8.3

0.7

0% 20% 40% 60%

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳
以
上

無
回
答

N=326

0.0
12.9

6.1

57.7

19.3

0.9 0.3 2.8
0%

20%

40%

60%
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問問問問 18181818    現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・    

保育事業として「定期的に」利用し保育事業として「定期的に」利用し保育事業として「定期的に」利用し保育事業として「定期的に」利用したたたたいと考える事業をお答えください。いと考える事業をお答えください。いと考える事業をお答えください。いと考える事業をお答えください。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      平日の教育・保育事業として定期的に利用したいと

考える事業は、「公立幼稚園」が 46.2％と最も多く、

次いで「公立認可保育園」が 41.6％、「私立幼稚園」

が 26.8％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問問問 19191919    教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（○は１つ）教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（○は１つ）教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（○は１つ）教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教育・保育事業を利用したい場所は、「裾野市内」が 94.2％、「裾野市外」が 4.1％となっている。 

 

公立幼稚園

公立認可保育園

私立幼稚園

私立認可保育園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

ファミリーサポートセンター

事業所内保育施設

小規模な保育施設

居宅訪問型保育

自治体の認証・認定保育施設

児童発達支援施設

家庭的保育（保育ママ）

その他の認可外の保育施設

その他

無回答
N=1215

46.2

41.6

26.8

25.0

16.6

12.8

6.2

4.6

3.7

2.8

2.4

2.3

1.6

0.5

0.4

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=1215

無回答
1.7%

裾野市内
94.2%

裾野市外
4.1%
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問問問問 20202020    教育・保育事業の施設を選ぶ際のポイントは何ですか。教育・保育事業の施設を選ぶ際のポイントは何ですか。教育・保育事業の施設を選ぶ際のポイントは何ですか。教育・保育事業の施設を選ぶ際のポイントは何ですか。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教育・保育施設を選ぶポイントは、「自宅からの距離」が 89.7％と最も多く、次いで「施設職員の

子どもへの接し方」が 57.5％、「給食の有無」が 43.8％などとなっている。 

 

 

 

自宅からの距離

施設職員の子どもへの接し方

給食の有無

利用日や利用時間帯
（延長や休日利用など）

運営の方針内容

費用の違い

職場からの距離
（通勤通路であること）

施設の広さや設備の良さ

兄弟姉妹の在園の有無

通園バスの有無・コースの利便性

定員に対する抽選の有無

制服、バックのデザインの良さ

その他

無回答
N=1215

89.7

57.5

43.8

43.7

43.3

40.0

33.9

29.4

24.8

15.3

8.4

2.2

1.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５．地域の子育て支援事業の利用状況について５．地域の子育て支援事業の利用状況について５．地域の子育て支援事業の利用状況について５．地域の子育て支援事業の利用状況について    

 

問問問問 21212121    あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業を利用していますか。また、利用あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業を利用していますか。また、利用あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業を利用していますか。また、利用あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業を利用していますか。また、利用    

している方はおおよその利用回数（頻度）をご記入ください。している方はおおよその利用回数（頻度）をご記入ください。している方はおおよその利用回数（頻度）をご記入ください。している方はおおよその利用回数（頻度）をご記入ください。    

（○はあてはまるものすべて・（○はあてはまるものすべて・（○はあてはまるものすべて・（○はあてはまるものすべて・数字で記入）数字で記入）数字で記入）数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●地域子育て支援拠点事業の利用回数・その他の事業の利用回数（月あたり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●裾野市健康推進課が実施する各講座・教室・サークルの利用回数・ 

                  児童館が実施する各講座・教室の利用回数（年あたり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地域子育て支援拠点事業の利用状況は、「利用していない」が 66.1％と最も多く、次いで「地域子

育て支援拠点事業」が 19.1％、「裾野市健康推進課が実施する各講座・教室・サークル」が 15.9％

となっている。 

  利用回数は、【地域子育て支援事業】において月あたり「１回」、【その他の事業】において月あた

り「１回」、【裾野市健康推進課が実施する事業】において年あたり「１回」、【児童館が実施する事

業】において年あたり「11 回以上」が最も多くなっている。 

 

地域子育て支援拠点事業

裾野市健康推進課が実施する
各講座・教室・サークル

児童館が実施する各講座・教室

その他の事業

利用していない

無回答
N=1215

19.1

15.9

10.0

2.4

66.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

１
回

２
回

３
回

４
回

５～

1
0
回

1
1
回
以
上

無
回
答

N=23227.6
22.4

10.8
14.7 13.8

8.6
2.2

0%

10%

20%

30%

１
回

２
回

３
回

４
回

５～

1
0
回

1
1
回
以
上

無
回
答

N=2927.6
24.1

13.8
20.7

10.3

0.0
3.4

0%

10%

20%

30%

１
回

２
回

３
回

４
回

５～

1
0
回

1
1
回
以
上

N=121

11.6 10.7 5.8 0.0 5.0

66.9

0%

20%

40%

60%

80%

１
回

２
回

３
回

４
回

５～

1
0
回

1
1
回
以
上

無
回
答

N=193
33.2

22.8

9.3
1.6 4.1

28.5

0.5
0%

10%

20%

30%

40%
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問問問問 22222222    問問問問 22221111 のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後    

利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。また、おおよその利用回利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。また、おおよその利用回利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。また、おおよその利用回利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。また、おおよその利用回    

数（頻度）をご記入ください。数（頻度）をご記入ください。数（頻度）をご記入ください。数（頻度）をご記入ください。（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・数字で記入）数字で記入）数字で記入）数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●新規利用の場合の希望利用回数・追加利用の場合の希望利用回数（月あたり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向は、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思

わない」が 51.2％と最も多く、次いで「利用していないが、今後利用したい」が 27.7％、「すでに

利用しているが、今後は利用日数を増やしたい」が 16.2％などとなっている。 

  新規利用の場合の希望利用回数は月あたり「１回」が 28.9％と最も多く、追加利用の場合の希望

利用回数は月あたり「４回」が 32.5％と最も多くなっている。 

 

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、
今後は利用日数を増やしたい

新たに利用したり、
利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

N=1215

27.7

16.2

51.2

4.9

0% 20% 40% 60%

１
回

２
回

３
回

４
回

５～

1
0
回

1
1
回
以
上

無
回
答

N=33628.9 26.2

11.6
17.0

10.1
3.3 3.0

0%

10%

20%

30%

１
回

２
回

３
回

４
回

５～

1
0
回

1
1
回
以
上

無
回
答

N=197

12.7 11.2
6.6

32.5

21.3
13.2

2.5

0%

10%

20%

30%

40%
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問問問問 23232323    下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したい下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したい下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したい下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したい    

と思と思と思と思うものはありますか。①～うものはありますか。①～うものはありますか。①～うものはありますか。①～⑨⑨⑨⑨の事業ごとに、の事業ごとに、の事業ごとに、の事業ごとに、AAAA～～～～CCCC のそれぞれについてお答えくださのそれぞれについてお答えくださのそれぞれについてお答えくださのそれぞれについてお答えくださ    

い。また、利用したことがあるものについては満足度を５点満点でご記入ください。い。また、利用したことがあるものについては満足度を５点満点でご記入ください。い。また、利用したことがあるものについては満足度を５点満点でご記入ください。い。また、利用したことがあるものについては満足度を５点満点でご記入ください。    

（○はそれぞれ１つ・数字で記入）（○はそれぞれ１つ・数字で記入）（○はそれぞれ１つ・数字で記入）（○はそれぞれ１つ・数字で記入）    

 

 ●認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  認知状況は、【⑪ 健康推進課の健診事業】、【⑭ 受診票（母子健康手帳別冊による個別健診）】

において「はい（知っている）」が９割を超えて多くなっている。一方、【② 病後児保育】、【⑨ 家

庭教育に関する学級、講座】、【⑬ 家庭児童相談室】において「はい（知っている）」が半数を下回

って少なくなっている。 

 

①　保育園の時間延長保育　　　N=1215

②　病後児保育　　　　　　　　N=1215

③　保育園の一時預かり　　　　N=1215

④　児童館　　　　　　　　　　N=1215

⑤　保育園の園庭等の開放　　　N=1215

⑥　地域子育て支援センター　　N=1215

⑦　健康推進課の教室　　　　　N=1215

⑧　健康推進課の相談事業　　　N=1215

⑨　家庭教育に関する学級、講座N=1215

⑩　健康推進課の訪問事業　　　N=1215

⑪　健康推進課の健診事業　　　N=1215

⑫　ファミリーサポートセンターN=1215

⑬　家庭児童相談室　　　　　　N=1215

⑭　受診票（母子健康手帳別冊）による
　　個別健診　　　　　　　　　N=1215

88.4

90.9

64.4

44.2

92.7

7.9

5.6

31.4

51.3

4.0

88.7

78.4

35.7

88.1

89.1

72.3

87.8

87.7

30.5

17.3

60.2

8.4

7.0

23.7

8.6

8.1

8.5

65.3

3.4

4.5

4.2

3.5

3.7

4.3

3.9

3.1

3.5

4.0

3.9

3.5

4.0

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

無回答
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 ●利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  利用状況は【⑩ 健康推進課の訪問事業】、【⑪ 健康推進課の健診事業】、【⑭ 受診票（母子健

康手帳別冊）による個別健診】において「はい（利用したことがある）」が７割を超えて多くなって

いる。一方、【② 病後児保育】、【⑨ 家庭教育に関する学級、講座】、【⑫ ファミリーサポートセ

ンター】、【⑬ 家庭児童相談室】において「はい（利用したことがある）」が１割を下回って少なく

なっている。 

 

①　保育園の時間延長保育　　　N=1215

②　病後児保育　　　　　　　　N=1215

③　保育園の一時預かり　　　　N=1215

④　児童館　　　　　　　　　　N=1215

⑤　保育園の園庭等の開放　　　N=1215

⑥　地域子育て支援センター　　N=1215

⑦　健康推進課の教室　　　　　N=1215

⑧　健康推進課の相談事業　　　N=1215

⑨　家庭教育に関する学級、講座N=1215

⑩　健康推進課の訪問事業　　　N=1215

⑪　健康推進課の健診事業　　　N=1215

⑫　ファミリーサポートセンターN=1215

⑬　家庭児童相談室　　　　　　N=1215

⑭　受診票（母子健康手帳別冊）による
　　個別健診　　　　　　　　　N=1215

76.4

76.9

85.5

18.6

18.6

86.7

90.4

9.5

2.6

5.8

63.0

10.5

2.5

24.0

46.7

32.6

55.1

49.3

5.7

81.9

91.4

68.6

47.6

62.3

40.1

32.8

44.9

88.6

5.0

4.5

7.4

7.0

5.0

5.8

5.8

4.3

4.9

5.1

5.8

7.5

6.1

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

無回答
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 ●点数（利用したことがある人のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  点数は、【⑭ 受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診】において「５点（５点満点中）」が

56.0％と多くなっている。また、『４点以上』は全ての事業において４割を超えて多くなっている。 

 

① 保育園の時間延長保育　　　  N=128

② 病後児保育　　　　　　　   　N=30

③ 保育園の一時預かり　　　 　 N=291

④ 児童館　　　　　　　　　 　 N=567

⑤ 保育園の園庭等の開放　　 　 N=396

⑥ 地域子育て支援センター　 　 N=669

⑦ 健康推進課の教室　　　　 　 N=765

⑧ 健康推進課の相談事業　　  　N=599

⑨ 家庭教育に関する学級、講座　 N=69

⑩ 健康推進課の訪問事業　　 　 N=928

⑪ 健康推進課の健診事業　　 　 N=934

⑫ ファミリーサポートセンター   N=71

⑬ 家庭児童相談室　　　　　　   N=32

⑭　受診票（母子健康手帳別冊）による
個別健診　　　　　　 　　N=1039

32.6

29.9

21.1

19.9

45.4

30.8

29.6

21.9

56.0

10.0

10.5

11.9

16.9

34.4

12.40.0

0.0

2.8

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

0.1

0.3

0.0

0.4

9.4

0.0

1.7

1.1

0.8

0.0

1.7

3.4

1.3

2.8

0.8

2.0

1.4

1.5

0.0

7.0

6.1

3.1

4.3

4.0

2.7

4.6

5.3

6.5

6.5

10.0

4.7

10.3

12.5

22.5

19.6

13.6

16.7

24.7

27.0

21.7

24.5

23.0

17.4

22.4

15.6

19.3

21.9

26.4

18.8

30.0

31.7

37.5

27.3

25.0

31.9

28.2

33.3

25.6

27.1

43.0

33.6

33.3

28.5

28.9

10.6

10.6

9.4

8.6

13.1

10.2

24.6

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０点

１点

２点

３点

４点

５点

無回答
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 ●利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  利用意向は、【④ 児童館】、【⑤ 保育園の園庭等の開放】、【⑪ 健康推進課の健診事業】、【⑭ 受

診票（母子健康手帳別冊）による個別健診】において「はい（利用したい）」が６割を超えて多くな

っている。一方、【⑫ ファミリーサポートセンター】において「はい（利用したい）」が 30.1％と

約３割にとどまっている。 

 

 

①　保育園の時間延長保育　　　N=1215

②　病後児保育　　　　　　　　N=1215

③　保育園の一時預かり　　　　N=1215

④　児童館　　　　　　　　　　N=1215

⑤　保育園の園庭等の開放　　　N=1215

⑥　地域子育て支援センター　　N=1215

⑦　健康推進課の教室　　　　　N=1215

⑧　健康推進課の相談事業　　　N=1215

⑨　家庭教育に関する学級、講座N=1215

⑩　健康推進課の訪問事業　　　N=1215

⑪　健康推進課の健診事業　　　N=1215

⑫　ファミリーサポートセンターN=1215

⑬　家庭児童相談室　　　　　　N=1215

⑭　受診票（母子健康手帳別冊）による
　　個別健診　　　　　　　　　N=1215

50.8

68.9

30.1

36.6

67.4

32.8

15.3

56.2

48.1

15.5

16.5

15.8

13.7

15.2

17.1

55.7

38.9

38.0

48.1

64.4

63.3

55.3

56.0

42.4

49.2

47.9

39.9

21.7

24.4

30.9

30.4

30.0

43.5 14.2

13.9

13.9

13.8

12.3

13.8

12.0

14.1

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

無回答
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６．６．６．６．土曜・休日や長期休暇中の「定期的土曜・休日や長期休暇中の「定期的土曜・休日や長期休暇中の「定期的土曜・休日や長期休暇中の「定期的」」」」なななな教育・保育事業の利用希望教育・保育事業の利用希望教育・保育事業の利用希望教育・保育事業の利用希望にににについてついてついてついて    

 

問問問問 24242424    あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に定期的な教育・保育事業の利用希あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に定期的な教育・保育事業の利用希あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に定期的な教育・保育事業の利用希あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に定期的な教育・保育事業の利用希    

望はありますか（一時的な利用は除きます）。ま望はありますか（一時的な利用は除きます）。ま望はありますか（一時的な利用は除きます）。ま望はありますか（一時的な利用は除きます）。また、希望がある場合は、利用したい時間た、希望がある場合は、利用したい時間た、希望がある場合は、利用したい時間た、希望がある場合は、利用したい時間    

帯をご記入ください。帯をご記入ください。帯をご記入ください。帯をご記入ください。（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・数字で数字で数字で数字で記入）記入）記入）記入）    

 

（１）土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望は、「利用する必要はない」が 69.9％と最も多く、次

いで「月に１～２回は利用したい」が 21.0％、「ほぼ毎週利用したい」が 6.5％となっている。 

  希望利用開始時刻は「８時台」が 36.5％と最も多く、希望利用終了時刻は「17時台」が 25.4％と

最も多くなっている。 

 

N=1215

月に
１～２回は
利用したい
21.0%

利用する
必要はない
69.9%

無回答
2.6%

ほぼ毎週
利用したい
6.5%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=334

11.4

36.5

26.6

6.6

18.9

0%

10%

20%

30%

40%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=334

6.0
3.0 3.9

9.6 12.3

25.4

17.4

3.6

18.9

0%

10%

20%

30%
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（２）日曜・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望は、「利用する必要はない」が 73.5％と最も多く、

次いで「月に１～２回は利用したい」が 13.4％、「ほぼ毎週利用したい」が 2.0％となっている。 

  希望利用開始時刻は「８時台」が 41.2％と最も多く、希望利用終了時刻は「17時台」が 30.5％と

最も多くなっている。 

 

N=1215

月に
１～２回は
利用したい
13.4%

利用する
必要はない
73.5%

無回答
11.1%

ほぼ毎週
利用したい
2.0%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=187

13.9

41.2

26.2

7.5 11.2

0%
10%
20%
30%
40%
50%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=187

8.0
2.7 1.1

6.4 9.6

30.5 27.8

2.7
11.2

0%

10%

20%

30%

40%
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問 24（１）または（２）で「３ 月に１～２回は利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22224444－１－１－１－１    毎週ではなく、たまに利用したい理由は毎週ではなく、たまに利用したい理由は毎週ではなく、たまに利用したい理由は毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか何ですか何ですか何ですか。（○はあてはまるものすべて）。（○はあてはまるものすべて）。（○はあてはまるものすべて）。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  たまに利用したい理由は、「月に数回仕事が入るため」が 63.2％と最も多く、次いで「平日に済ま

せられない用事をまとめて済ませるため」が 30.9％、「息抜きのため」が 25.7％などとなっている。 

 

 

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事を
まとめて済ませるため

息抜きのため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

無回答
N=304

63.2

30.9

25.7

1.0

10.5

4.3

0% 20% 40% 60% 80%



２．調査結果【就学前児童】 

34 

「（公立・私立）幼稚園」を利用している方にうかがいます。 

問問問問 22225555    あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業のあて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業のあて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業のあて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の    

利用を希望しますか。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。利用を希望しますか。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。利用を希望しますか。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。利用を希望しますか。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。    

（○は１つ（○は１つ（○は１つ（○は１つ・数字で記入・数字で記入・数字で記入・数字で記入））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望は、「利用する必要はない」が 44.1％と最も多く、

次いで「休みの期間中、週に数日利用したい」が 40.7％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が

9.3％となっている。 

  希望利用開始時刻は「９時台」が 57.9％と最も多く、希望利用終了時刻は「15時台」が 31.0％と

最も多くなっている。 

 

 

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=145

1.4

21.4

57.9

4.1
15.2

0%

20%

40%

60%

N=290

休みの期間
中、週に数日
利用したい
40.7%

利用する
必要はない
44.1%

無回答
5.9%

休みの期間
中、ほぼ毎日
利用したい
9.3%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=145

4.1 0.7

15.2

31.0

13.1
17.2

1.4 2.1

15.2

0%

10%

20%

30%

40%
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問 25 で「３ 休みの期間中、週に数日利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22225555－１－１－１－１    毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  たまに利用したい理由は、「息抜きのため」が 52.5％と最も多く、次いで「買い物等の用事をまと

めて済ませるため」が 48.3％、「週に数回仕事が入るため」が 33.1％などとなっている。 

 

 

 

 

７．病気の際の対応（平日の教育・保育を利用する方のみ）について７．病気の際の対応（平日の教育・保育を利用する方のみ）について７．病気の際の対応（平日の教育・保育を利用する方のみ）について７．病気の際の対応（平日の教育・保育を利用する方のみ）について    

平日の定期的な教育・保育事業を利用している保護者の方平日の定期的な教育・保育事業を利用している保護者の方平日の定期的な教育・保育事業を利用している保護者の方平日の定期的な教育・保育事業を利用している保護者の方（問（問（問（問 17171717 で「で「で「で「    １１１１利用している利用している利用している利用している」」」」

をををを選ばれた方）選ばれた方）選ばれた方）選ばれた方）にうかがいます。にうかがいます。にうかがいます。にうかがいます。 

問問問問 22226666    この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業がこの１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業がこの１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業がこの１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が    

利用できなかったことはありますか。（○は１つ）利用できなかったことはありますか。（○は１つ）利用できなかったことはありますか。（○は１つ）利用できなかったことはありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この１年間にお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかったこ

とは、「あった」が 73.7％、「なかった」が 23.3％となっている。 

 

息抜きのため

買い物等の用事を
まとめて済ませるため

週に数回仕事が入るため

親等親族の介護や手伝いが
必要なため

その他

無回答
N=118

52.5

48.3

33.1

0.0

22.0

0.8

0% 20% 40% 60%

N=636

無回答
3.0%

あった
73.7%

なかった
23.3%
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問 26 で「１ あった」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22226666－１－１－１－１    この１年間に、病気やケガで普段利用している教育・保育の事業ができなかった場この１年間に、病気やケガで普段利用している教育・保育の事業ができなかった場この１年間に、病気やケガで普段利用している教育・保育の事業ができなかった場この１年間に、病気やケガで普段利用している教育・保育の事業ができなかった場    

合の対処方法は何ですか。また、その日数は合の対処方法は何ですか。また、その日数は合の対処方法は何ですか。また、その日数は合の対処方法は何ですか。また、その日数は概ね何日ですか。（概ね何日ですか。（概ね何日ですか。（概ね何日ですか。（半半半半日程度の場合も１日程度の場合も１日程度の場合も１日程度の場合も１    

日と日と日と日とカウカウカウカウントしてください）（○はあてはまるものすべて・ントしてください）（○はあてはまるものすべて・ントしてください）（○はあてはまるものすべて・ントしてください）（○はあてはまるものすべて・数字数字数字数字で記入で記入で記入で記入））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  対処方法は、「母親が休んだ」が 62.5％と最も多く、次いで「父親又は母親のうち就労していない

方が子どもをみた」、「（同居者含む）親族・知人に子どもをみてもらった」がそれぞれ 32.2％、「父

親が休んだ」が 18.8％などとなっている。 

  日数は、【母親が休んだ】、【父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた】において「16

日以上」が１割を超えて多くなっている。 

 

母親が休んだ

父親又は母親のうち
就労していない方が子どもをみた

（同居者を含む）
親族・知人に子どもをみてもらった

父親が休んだ

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

病児・病後児の保育＊を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを
利用した

その他

無回答 N=469

62.5

32.2

32.2

18.8

1.1

0.9

0.2

0.0

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80%

母親が休んだ　N=293

父親又は母親のうち　　 　N=151
就労していない方が子どもをみた

（同居者を含む）親族・知人に
子どもをみてもらった　N=151

父親が休んだ　N=88

仕方なく子どもだけで留守番をさせた
N=5

病児・病後児の保育を利用した　N=4

ベビーシッターを利用した　N=1

ファミリーサポートセンターを
利用した　N=0

その他　N=0

11.9

0.0

2.4

2.0

4.6

22.7

40.0

25.0

20.8

13.9

21.2

47.7

60.0

50.0

0.0 0.0

25.0

0.0

12.5

31.1

27.8

19.1

27.8

22.5

13.6

0.0

0.0

100.0

27.3

0.0

5.3

0.0

0.0

8.5

0.0

4.6

0.0

11.3

0.0

0.0

12.3

0.0

9.3

3.4

0.0

0.0

9.6

0.0

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

６～10日

11～15日

16日以上

無回答
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問 26－１で「１～２ 父親／母親が休んだ」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22226666－２－２－２－２    その際、「できれば病その際、「できれば病その際、「できれば病その際、「できれば病児児児児・病後・病後・病後・病後児児児児保育施設等を利用したい」と思保育施設等を利用したい」と思保育施設等を利用したい」と思保育施設等を利用したい」と思われましたかわれましたかわれましたかわれましたか。。。。    

また、その場合の日数はどれくらいありますか。また、その場合の日数はどれくらいありますか。また、その場合の日数はどれくらいありますか。また、その場合の日数はどれくらいありますか。（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・数字数字数字数字でででで記入）記入）記入）記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と思ったかについて、「利用したいとは思わな

い」が 53.5％、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が 45.8％となっている。 

  日数は、「６～10 日」が 23.2％と最も多くなっている。 

 

 

問 26－２で「１ できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22226666－３－３－３－３    病病病病児児児児・病後・病後・病後・病後児児児児保育施設等を利用する場合、どのよ保育施設等を利用する場合、どのよ保育施設等を利用する場合、どのよ保育施設等を利用する場合、どのような事業形態が望ましいと思いまうな事業形態が望ましいと思いまうな事業形態が望ましいと思いまうな事業形態が望ましいと思いま    

すか。（○はあてはまるものすべて）すか。（○はあてはまるものすべて）すか。（○はあてはまるものすべて）すか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  望ましい事業形態は、「幼稚園や保育所等に併設した施設で子どもを保育する事業」が 72.5％と最

も多く、次いで「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が 68.8％、「地域住民等が子育て

家庭等の身近な場所で保育する事業」が 6.5％となっている。 

 

 

N=301

無回答
0.7%

できれば
病児・病後児
保育施設等
を利用したい
45.8%

利用したい
とは

思わない
53.5% １

日
２～

３
日

４～

５
日

６～

1
0
日

1
1～

1
5
日

1
6
日
以
上

無
回
答

N=138

0.7

15.9 16.7
23.2

8.0 10.1

25.4

0%

10%

20%

30%

幼稚園や保育所等に併設した施設で
子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で
子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の
身近な場所で保育する事業

その他

無回答

N=138

72.5

68.8

6.5

0.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80%
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問 26－２で「２ 利用したいとは思わない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22226666－４－４－４－４    病病病病児児児児・病後・病後・病後・病後児児児児保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。    

（○はあてはまるもの（○はあてはまるもの（○はあてはまるもの（○はあてはまるものすべて）すべて）すべて）すべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  病児・病後児保育施設を利用したいと思わない理由は、「親が休んで対応する」が 68.3％と最も多

く、次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 62.7％、「利用料がわからない」が 16.1％

などとなっている。 

 

 

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を
他人に看てもらうのは不安

利用料がわからない

病児・病後児保育の質に不安がある

病児・病後児保育の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

その他

無回答
N=161

68.3

62.7

16.1

12.4

8.7

6.8

12.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80%
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問 26－１で「４～９ 親族等が子どもをみた等」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22226666－５－５－５－５    その際、「できれば父母のいずれかがその際、「できれば父母のいずれかがその際、「できれば父母のいずれかがその際、「できれば父母のいずれかが仕仕仕仕事を休んで事を休んで事を休んで事を休んで看看看看たい」と思いましたか。たい」と思いましたか。たい」と思いましたか。たい」と思いましたか。    

また、その場合のまた、その場合のまた、その場合のまた、その場合の仕仕仕仕事を休んで事を休んで事を休んで事を休んで看看看看たかった日数はどれくらいありますか。たかった日数はどれくらいありますか。たかった日数はどれくらいありますか。たかった日数はどれくらいありますか。    

（（（（○は１つ・数字で記入○は１つ・数字で記入○は１つ・数字で記入○は１つ・数字で記入））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思ったかについては、「できれば仕事を休ん

で看たい」が 67.5％、「休んで看ることは非常に難しい」が 23.6％となっている。 

  日数は、「４～５日」が 30.2％と最も多くなっている。 

 

 

問 26－５で「２ 休んで看ることは非常に難しい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 25252525－６－６－６－６    その理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）その理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）その理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）その理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「休んで看ることは非常に難しい」理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が 48.6％と

最も多く、次いで「休暇日数が足りないので休めない」が 29.7％、「その他」が 8.1％などとなって

いる。 

 

 

 

１
日

２～

３
日

４～

５
日

６～

1
0
日

1
1～

1
5
日

1
6
日
以
上

無
回
答

N=106

2.8

25.5
30.2 26.4

3.8 5.7 5.7

0%

10%

20%

30%

40%

子どもの看護を理由に
休みがとれない

休暇日数が足りないので休めない

自営業なので休めない

その他

無回答

N=37

48.6

29.7

5.4

8.1

16.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=157

無回答
8.9%

できれば
仕事を休んで
看たい
67.5%

休んで
看ることは
非常に難しい
23.6%
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８．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について８．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について８．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について８．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について    

 

問問問問 22227777    この１年間に、あて名のお子さんについて、この１年間に、あて名のお子さんについて、この１年間に、あて名のお子さんについて、この１年間に、あて名のお子さんについて、私私私私用、親の通用、親の通用、親の通用、親の通院院院院、、、、不不不不定期の就労等の定期の就労等の定期の就労等の定期の就労等の目目目目的（日的（日的（日的（日    

中の定期的な保育や病気のため以中の定期的な保育や病気のため以中の定期的な保育や病気のため以中の定期的な保育や病気のため以外外外外）で）で）で）で不不不不定期に利用している事業はありますか。また、定期に利用している事業はありますか。また、定期に利用している事業はありますか。また、定期に利用している事業はありますか。また、    

その日数は概ね何日ですかその日数は概ね何日ですかその日数は概ね何日ですかその日数は概ね何日ですか。。。。（（（（半半半半日程度の場合も１日と日程度の場合も１日と日程度の場合も１日と日程度の場合も１日とカウカウカウカウントしてください）ントしてください）ントしてください）ントしてください）    

（○はあてはまるものすべて・（○はあてはまるものすべて・（○はあてはまるものすべて・（○はあてはまるものすべて・数字数字数字数字で記入で記入で記入で記入））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この１年間に私用等の目的で不定期に利用している事業は、「利用していない」が 83.5％と最も多

く、次いで「一時預かり」が 8.1％、「幼稚園の預かり保育」が 5.8％などとなっている。 

  日数は、【一時預かり】において「16 日以上」が 42.4％と多くなっている。 

 

 

一時預かり　N=99

幼稚園の預かり保育　N=70

ファミリーサポートセンター　N=10

ベビーシッター　N=2

その他　N=7

50.0

13.1

22.9

20.0

0.0

14.3

15.2

22.9

60.0

0.0

14.3
0.0

0.0

0.0

7.1

6.1

21.4

20.0

0.0

14.3

15.2

50.0

1.4

7.1

0.0

0.0

21.4

42.4

28.6

0.0

2.9

0.0

1.0

28.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

６～10日

11～15日

16日以上

無回答

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリーサポートセンター

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答
N=1215

8.1

5.8

0.8

0.2

0.6

83.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%



裾野市 子ども・子育て支援ニーズ調査 

41 

問 27 で「７ 利用していない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22227777－１－１－１－１    利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 76.1％と最も多く、次いで「事業の利用方

法（手続き等）がわからない」が 14.0％、「利用料がかかる・高い」が 12.6％などとなっている。 

 

 

問問問問 22228888    あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、私私私私用、親の通用、親の通用、親の通用、親の通院院院院、、、、不不不不定期の就労等の定期の就労等の定期の就労等の定期の就労等の目目目目的で事業を利用する的で事業を利用する的で事業を利用する的で事業を利用する    

必要必要必要必要ががががあると思いますか。（○はあると思いますか。（○はあると思いますか。（○はあると思いますか。（○は１つ１つ１つ１つ・数字で記入・数字で記入・数字で記入・数字で記入））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  私用等の目的で事業を利用する必要については、「利用する必要はない」が 59.3％、「利用したい」

が 36.0％となっている。 

 

 

特に利用する必要がない

事業の利用方法（手続き等）が
わからない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者に
なるのかどうかわからない

上記の事業の利便性がよくない

利用したい事業が地域にない

上記の事業の質に不安がある

その他

無回答 N=1015

76.1

14.0

12.6

8.7

6.8

4.3

4.2

3.2

3.8

5.7

0% 20% 40% 60% 80%

N=1215

無回答
4.7%

利用したい
36.0%

利用する
必要はない
59.3%
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問 28 で「１ 利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22228888－１－１－１－１    そそそそのののの目目目目的と的と的と的と必要必要必要必要な日数をご記入ください。な日数をご記入ください。な日数をご記入ください。な日数をご記入ください。（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  利用したい目的は、「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」が 61.3％と

最も多く、次いで「私用、リフレッシュ目的」が 55.6％、「不定期の就労」が 24.9％などとなって

いる。 

  日数は、【不定期の就労】、【その他】において「16 日以上」が３割を超えて多くなっている。 

 

 

冠婚葬祭、学校行事、
子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等

私用、リフレッシュ目的

不定期の就労

その他

無回答

N=437

61.3

55.6

24.9

1.1

6.9

0% 20% 40% 60% 80%

冠婚葬祭、学校行事、　 　　　　N=268
子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等

私用、リフレッシュ目的　N=243

不定期の就労　N=109

その他　N=5 40.0

14.0

2.6

4.1

1.8

0.0

20.9

13.6

7.3

40.0 0.0

4.6

16.0

16.4

16.5

22.0

0.0

25.4

0.0

11.9

8.6

6.4

23.9

8.6

35.8

20.0

17.5

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

６～10日

11～15日

16日以上

無回答
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問 28 で「１ 利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22228888－－－－２２２２    問問問問 27272727－１－１－１－１のののの目目目目的でお子さん的でお子さん的でお子さん的でお子さんをををを預け預け預け預ける場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。る場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。る場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。る場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  望ましい事業形態は、「大規模施設で子どもを保育する事業」が 71.6％と最も多く、次いで「小規

模施設で子どもを保育する事業」が 48.3％、「地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保有する事

業」が 20.4％などとなっている。 

 

 

問問問問 22229999    この１年間に、保護者の用事（この１年間に、保護者の用事（この１年間に、保護者の用事（この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭冠婚葬祭冠婚葬祭冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名の、保護者・家族の病気など）により、あて名の、保護者・家族の病気など）により、あて名の、保護者・家族の病気など）により、あて名の    

お子さんをお子さんをお子さんをお子さんを泊泊泊泊まりがまりがまりがまりがけけけけで家族以で家族以で家族以で家族以外外外外にみてもらわなにみてもらわなにみてもらわなにみてもらわなけけけければならないことはありましたかればならないことはありましたかればならないことはありましたかればならないことはありましたか。。。。    

（（（（預け預け預け預け先先先先がががが見見見見つからなかった場合も含みます）つからなかった場合も含みます）つからなかった場合も含みます）つからなかった場合も含みます）（○は（○は（○は（○は１１１１つ）つ）つ）つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この１年間の保護者の用事によりお子さんを泊まりがけで家族以外にみてもらわなければならな

かったことは、「なかった」が 80.0％、「あった」が 15.4％となっている。 

 

 

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の
近くの場所で保育する事業

その他

無回答

N=437

71.6

48.3

20.4

1.6

8.9

0% 20% 40% 60% 80%

N=1215

無回答
4.6%

あった
15.4%

なかった
80.0%
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問 29 で「１ あった」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22229999－１－１－１－１    その対処方法と年間の日数をご記入ください。その対処方法と年間の日数をご記入ください。その対処方法と年間の日数をご記入ください。その対処方法と年間の日数をご記入ください。    

（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  対処方法は、「（同居者含む）親族・知人にみてもらった」が 88.8％と最も多く、次いで「仕方な

く子どもを同行させた」が 16.0％、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が 2.7％などとなって

いる。 

  日数は、【仕方なく子どもだけで留守番をさせた】において「１泊」、「２～３泊」が 40.0％と多く

なっている。 

 

 

問 29-１で「１ （同居者を含む）親族・知人にみてもらった」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22229999－－－－２２２２    その場合のその場合のその場合のその場合の困難困難困難困難度はどの程度でしたか。（○は１度はどの程度でしたか。（○は１度はどの程度でしたか。（○は１度はどの程度でしたか。（○は１つつつつ））））    

 

 

                      困難度は、「特に困難ではない」が 52.5％と最も多く、

次いで「どちらかというと困難」が 36.1％、「非常に

困難」が 9.6％となっている。 

 

 

 

 

 

（同居者を含む）
親族・知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで
留守番をさせた

認可外保育施設、
ベビーシッター等を利用した

その他

N=187

88.8

16.0

2.7

1.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（同居者を含む）
親族・知人にみてもらった　N=166

仕方なく子どもを同行させた　N=30

仕方なく子どもだけで
留守番をさせた　N=5

認可外保育施設、
ベビーシッター等を利用した　N=2

その他　N=3

26.7

19.9

23.3

40.0

50.0

33.3

31.3

33.3

40.0

0.0

33.3 0.0

50.0

20.0

0.0

10.8

10.0

0.0

0.0

0.0

18.7

0.0

0.0

4.2

0.0

0.0

0.0

6.7

6.6

0.0

0.0

0.0

8.4

33.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１泊

２～３泊

４～５泊

６～10泊

11～15泊

16泊以上

無回答

N=166

特に
困難では
ない
52.5%

非常に困難
9.6%

無回答
1.8%

どちらかと
いうと
困難
36.1%
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９．小学校就学後の放課後の過ごし方について９．小学校就学後の放課後の過ごし方について９．小学校就学後の放課後の過ごし方について９．小学校就学後の放課後の過ごし方について    

あて名のお子さんが 平成 21 年４月１日以前に生まれた方 にうかがいます。 

問問問問 30303030    あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、小学校低学小学校低学小学校低学小学校低学年（１～３年生）のう年（１～３年生）のう年（１～３年生）のう年（１～３年生）のうちちちちは、は、は、は、放課放課放課放課後（平日の後（平日の後（平日の後（平日の小小小小    

学校終了学校終了学校終了学校終了後）の時間をどのような場所で後）の時間をどのような場所で後）の時間をどのような場所で後）の時間をどのような場所で過過過過ごさごさごさごさせせせせたいと思いますか。また、希望する週たいと思いますか。また、希望する週たいと思いますか。また、希望する週たいと思いますか。また、希望する週    

あたり日数は何日ですか。あたり日数は何日ですか。あたり日数は何日ですか。あたり日数は何日ですか。「「「「放課放課放課放課後後後後児童室児童室児童室児童室」の場合は、利用を希望する時間もご記入くだ」の場合は、利用を希望する時間もご記入くだ」の場合は、利用を希望する時間もご記入くだ」の場合は、利用を希望する時間もご記入くだ    

さい。（○はあてはまるものすべて・さい。（○はあてはまるものすべて・さい。（○はあてはまるものすべて・さい。（○はあてはまるものすべて・数字数字数字数字でででで記入）記入）記入）記入）    

 

 

 

 

 

 

●希望利用終了時刻     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小学校低学年（１～３年生）のうちの希望する放課後の過ごし方は、「自宅」が 58.7％と最も多く、

次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が 41.9％、「放課後児童室」が 34.7％

などとなっている。 

  日数は、【自宅】、【放課後児童室】において「４～５日」が３割を超えて多くなっている。また、

放課後児童室の希望利用終了時刻は「18時台」が 48.3％と最も多くなっている。 

 

自宅

習い事
（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童室

祖父母宅や友人・知人宅

児童館

障害児放課後児童教室

ファミリーサポートセンター

その他（公民館、公園など）

無回答
N=167

58.7

41.9

34.7

15.0

6.6

1.2

0.6

10.2

6.0

0% 20% 40% 60%

自宅　N=98

習い事　N=70
（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童室　N=58

祖父母宅や友人・知人宅　N=25

児童館　N=11

障害児放課後児童教室　N=2

ファミリー・サポート・センター　N=1

その他（公民館、公園など）　N=17

0.0

3.1

35.7

0.0

40.0

27.3

50.0

23.5

40.8

55.7

10.3

36.0

36.4

50.0

0.0

58.8 11.8

0.0

0.0

18.2

16.0

82.8

4.3

39.8

4.3

6.9

8.0

18.2

0.0

5.9

100.0

16.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

無回答

1
6
時
台
以
前

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=58

10.3

25.9

48.3

8.6 6.9

0%
10%
20%
30%
40%
50%
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あて名のお子さんが 平成 21 年４月１日以前に生まれた方 にうかがいます。 

問問問問 33331111    あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、小学校高学小学校高学小学校高学小学校高学年（４～６年生）になったら、年（４～６年生）になったら、年（４～６年生）になったら、年（４～６年生）になったら、放課放課放課放課後（平日の後（平日の後（平日の後（平日の    

小学校終了小学校終了小学校終了小学校終了後）の時間をどのような場所で後）の時間をどのような場所で後）の時間をどのような場所で後）の時間をどのような場所で過過過過ごさごさごさごさせせせせたいと思いますか。また、希望するたいと思いますか。また、希望するたいと思いますか。また、希望するたいと思いますか。また、希望する    

週あたり日数は何日ですか。週あたり日数は何日ですか。週あたり日数は何日ですか。週あたり日数は何日ですか。「「「「放課放課放課放課後後後後児童室児童室児童室児童室」の場合は、利用を希望する時間もご記入く」の場合は、利用を希望する時間もご記入く」の場合は、利用を希望する時間もご記入く」の場合は、利用を希望する時間もご記入く    

ださい。（○はあてはまるものすべて・ださい。（○はあてはまるものすべて・ださい。（○はあてはまるものすべて・ださい。（○はあてはまるものすべて・数字数字数字数字でででで記入記入記入記入））））    

 

 

 

 

 

 

●希望利用終了時刻     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小学校高学年（４～６年生）のうちの希望する放課後の過ごし方は、「自宅」が 72.5％と最も多く、

次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が 56.9％、「放課後児童室」が 24.0％

などとなっている。 

  日数は、【自宅】、【放課後児童室】において「４～５日」が３割を超えて多くなっている。また、

放課後児童室の希望利用終了時刻は「17時台」、「18時台」がそれぞれ 30.0％と最も多くなっている。 

 

自宅

習い事
（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童室

祖父母宅や友人・知人宅

児童館

障害児放課後児童教室

ファミリーサポートセンター

その他（公民館、公園など）

無回答
N=167

72.5

56.9

24.0

22.2

7.8

1.2

0.6

10.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80%

自宅　N=121

習い事　N=95
（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童室　N=40

祖父母宅や友人・知人宅　N=37

児童館　N=13

障害児放課後児童教室　N=2

ファミリー・サポート・センター　N=1

その他（公民館、公園など）　N=17

0.0

5.0

24.2

2.5

32.4

30.8

50.0

23.5

37.2

62.1

27.5

37.8

61.5

50.0

0.0

64.7 11.8

100.0

0.0

7.7

13.5

52.5

5.3

35.5

8.4

17.5

16.2

0.0

0.0

0.0

0.0

22.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

無回答

1
6
時
台
以
前

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=40

10.0

30.0 30.0

15.0 15.0

0%

10%

20%

30%
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問 30 または問 31 で「４ 放課後児童室」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 33332222    あて名のお子さんについて、土曜日と日曜あて名のお子さんについて、土曜日と日曜あて名のお子さんについて、土曜日と日曜あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、日・祝日に、日・祝日に、日・祝日に、放課放課放課放課後後後後児童室児童室児童室児童室の利用希望はありの利用希望はありの利用希望はありの利用希望はあり    

ますか。ますか。ますか。ますか。また、希望がある場合また、希望がある場合また、希望がある場合また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。は、利用したい時間帯をご記入ください。は、利用したい時間帯をご記入ください。は、利用したい時間帯をご記入ください。    

（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・数字数字数字数字でででで記入）記入）記入）記入）    

 

（１）土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  土曜日の放課後児童室の利用希望は、「利用する必要はない」が 41.4％と最も多く、次いで「低学

年（１～３年生）の間は利用したい」が 28.6％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が

21.4％などとなっている。 

  希望利用開始時刻は「８時台」が 42.9％と最も多く、希望利用終了時刻は「18時台」が 42.9％と

最も多くなっている。 

 

N=70

利用する
必要はない
41.4%

低学年
（１～３年
生）の間は
利用したい
28.6%

無回答
8.6%

高学年
（４～６年
生）に
なっても
利用したい
21.4%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=35

20.0

42.9

17.1 14.3
5.7

0%
10%
20%
30%
40%
50%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=35

2.9 2.9 2.9
8.6 5.7

20.0

42.9

8.6 5.7

0%
10%
20%
30%
40%
50%
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（２）日曜・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日曜日の放課後児童室の利用希望は、「利用する必要はない」が 61.4％と最も多く、次いで「低学

年（１～３年生）の間は利用したい」が 15.7％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が

10.0％などとなっている。 

  希望利用開始時刻は「８時台」が 61.1％と最も多く、希望利用終了時刻は「18時台」が 77.8％と

最も多くなっている。 

 

N=70

利用する
必要はない
61.4%

低学年
（１～３年
生）の間は
利用したい
15.7%

無回答
12.9%

高学年
（４～６年
生）に
なっても
利用したい
10.0%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

N=18

11.1

61.1

22.2
5.6

0%

20%

40%

60%

80%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

N=18

0.0 0.0 0.0 0.0
11.1 11.1

77.8

0.0
0%

20%

40%

60%

80%
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あて名のお子さんが 平成 21 年４月１日以前に生まれた方 にうかがいます。 

問問問問 33333333    あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中のあて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中のあて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中のあて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課放課放課放課後後後後児童室児童室児童室児童室のののの    

利用希望はありますか。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。利用希望はありますか。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。利用希望はありますか。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。利用希望はありますか。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。    

（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・（○は１つ・数字数字数字数字でででで記入）記入）記入）記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  長期休暇中の放課後児童室の利用希望は、「利用する必要はない」が 34.7％と最も多く、次いで「低

学年（１～３年生）の間は利用したい」、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」がそれぞ

れ 21.0％などとなっている。 

  希望利用開始時刻は「８時台」が 61.4％と最も多く、希望利用終了時刻は「18時台」が 44.3％と

最も多くなっている。 

 

 

N=167

利用する
必要はない
34.7%

低学年
（１～３年
生）の間は
利用したい
21.0%無回答

23.4%

高学年
（４～６年
生）に
なっても
利用したい
21.0%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

N=70

18.6

61.4

20.0

0.0
0%

20%

40%

60%

80%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

N=70

1.4 0.0 1.4
7.1

14.3
24.3

44.3

7.1

0%
10%
20%
30%
40%
50%
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10101010．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について    

 

問問問問 33334444    育育育育児児児児休業に関休業に関休業に関休業に関連連連連ししししてててて次次次次の２つのの２つのの２つのの２つの制制制制度がありますが、そのことをご度がありますが、そのことをご度がありますが、そのことをご度がありますが、そのことをご存存存存じですか。（○は１つ）じですか。（○は１つ）じですか。（○は１つ）じですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  育児休業に関連する２つの制度の認知状況は、「育児休業給付のみ知っていた」が 38.9％と最も多

く、次いで「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」が 28.6％、「育児休業給付、保険

料免除のいずれも知っていた」が 27.1％などとなっている。 

 

育児休業給付、保険料免除の
いずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除の
いずれも知らなかった

無回答

N=1215

27.1

38.9

1.7

28.6

3.6

0% 10% 20% 30% 40%
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問問問問 33335555    あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくはあて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくはあて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくはあて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双双双双方が育方が育方が育方が育児児児児休業を休業を休業を休業を取得取得取得取得しまししまししまししまし    

たか。また、たか。また、たか。また、たか。また、取得取得取得取得していない方はその理由をお答えください。していない方はその理由をお答えください。していない方はその理由をお答えください。していない方はその理由をお答えください。    

（○は（○は（○は（○はそれぞれ１つそれぞれ１つそれぞれ１つそれぞれ１つ・・・・【【【【理由理由理由理由】】】】○はいくつでも）○はいくつでも）○はいくつでも）○はいくつでも）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんが生まれた時の育児休業の取得状況は、【母親】において「働いていなかった」が 59.5％

と最も多く、次いで「取得した（取得中である）」が 23.5％、「取得していない」が 15.5％となって

いる。【父親】においては「取得していない」が 87.6％と突出している。 

  取得していない理由は、【母親】において「子育てや家事に専念するために退職した」が 46.0％と

最も多く、【父親】において「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する

必要がなかった」が 52.1％と最も多くなっている。 

 

59.5

0.3

23.5

1.7

15.5

87.6 10.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親
N=1206

父親
N=1167

働いていなかった
取得した（取得中である）
取得していない
無回答

職場に育児休業を
取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）
仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに
預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族に

みてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するために
退職した

職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の
取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを
知らなかった

産前産後の休暇を取得できる
ことを知らず、退職した

その他

無回答

　　　　　 ≪母親≫　　　　　　　　　　　　　 ≪父親≫

N=187

14.4

4.8

2.1

9.1

0.5

5.3

7.0

0.0

9.1

46.0

20.9

10.2

2.1

3.2

7.5

3.2

0% 20% 40% 60%

N=1022

30.0

34.3

0.5

8.0

7.4

1.4

19.0

52.1

0.1

9.2

0.3

2.1

0.0

3.5

2.1

28.5

0% 20% 40% 60%
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問 35 で「２ 取得した（取得中である）」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 33335555－１－１－１－１    育育育育児児児児休業休業休業休業取得取得取得取得後、後、後、後、職職職職場に場に場に場に復復復復帰しましたか。（○はそれぞれ１つ）帰しましたか。（○はそれぞれ１つ）帰しましたか。（○はそれぞれ１つ）帰しましたか。（○はそれぞれ１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  育児休業取得後の職場復帰の状況は、【母親】において「育児休業取得後、職場に復帰した」が 68.9％

と最も多く、次いで「現在も育児休業中である」が 26.1％、「育児休業中に離職した」が 1.4％とな

っている。【父親】においては「育児休業取得後、職場に復帰した」が 65.0％となっている。 

 

 

問 35 で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にうかがいします。 

問問問問 33335555－－－－２２２２    育育育育児児児児休業から休業から休業から休業から職職職職場に場に場に場に復復復復帰したのは、年度帰したのは、年度帰したのは、年度帰したのは、年度初初初初めの保育園入園に合わめの保育園入園に合わめの保育園入園に合わめの保育園入園に合わせせせせたタイたタイたタイたタイミミミミンンンンググググでででで    

したか。あるいはそれ以したか。あるいはそれ以したか。あるいはそれ以したか。あるいはそれ以外外外外でしたか。でしたか。でしたか。でしたか。（○はそれぞれ１つ）（○はそれぞれ１つ）（○はそれぞれ１つ）（○はそれぞれ１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  育児休業からの復帰のタイミングは、【母親】において「それ以外だった」が 57.9％、「年度初め

の入所に合わせたタイミングだった」が 38.5％となっている。【父親】においては「それ以外だった」

が 69.2％、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 7.7％となっている。 

 

68.9

35.065.0

26.1

0.0

1.4

0.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親
N=283

 父親 
 N=20 

育児休業取得後、職場に復帰した
現在も育児休業中である
育児休業中に離職した
無回答

38.5

7.7

57.9

69.2

3.6

23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親
N=195

 父親 
 N=13 

年度初めの入所に合わせたタイミングだった

それ以外だった

無回答
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問 35 で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にうかがいします。 

問問問問 33335555－－－－３３３３    育育育育児児児児休業からは、「実際」にお子さんが何休業からは、「実際」にお子さんが何休業からは、「実際」にお子さんが何休業からは、「実際」にお子さんが何歳歳歳歳何何何何ヶヶヶヶ月のときに月のときに月のときに月のときに職職職職場場場場復復復復帰しましたか。ま帰しましたか。ま帰しましたか。ま帰しましたか。ま    

た、おた、おた、おた、お勤勤勤勤め先の育め先の育め先の育め先の育児児児児休業の休業の休業の休業の制制制制度の期間内で、何度の期間内で、何度の期間内で、何度の期間内で、何歳歳歳歳何何何何ヶヶヶヶ月のときまで月のときまで月のときまで月のときまで取取取取りたかったでりたかったでりたかったでりたかったで    

すか。すか。すか。すか。（数字を記入）（数字を記入）（数字を記入）（数字を記入）    

 

≪母親≫                ≪父親≫ 

（上段：実際の復帰 下段：希望の復帰） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  実際の復帰時期（お子さんの年齢）は、【母親】において「１歳」が 56.9％と最も多く、次いで「０

歳」が 30.3％、「２歳」が 8.7％などとなっている。【父親】においては「０歳」が 53.8％となって

いる。 

  希望の復帰時期（お子さんの年齢）は、【母親】において「１歳」が 61.0％と最も多く、次いで「０

歳」が 13.8％、「２歳」が 9.2％などとなっている。【父親】においては「０歳」が 30.8％と最も多

く、次いで「１歳」が 7.7％となっている。 

 

 

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳
以
上

無
回
答

N=195

30.3

56.9

8.7
1.5 0.0 0.0 0.0 2.6

0%

20%

40%

60%

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳
以
上

無
回
答

N=195

13.8

61.0

9.2 8.2
0.5 0.5 0.0 6.7

0%

20%

40%

60%

80%

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳
以
上

無
回
答

N=1353.8

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

46.2

0%

20%

40%

60%

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳
以
上

無
回
答

N=13

30.8

7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

61.5

0%

20%

40%

60%

80%
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問 35 で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にうかがいします。 

問問問問 33335555－－－－４４４４    おおおお勤勤勤勤め先に、育め先に、育め先に、育め先に、育児児児児のために３のために３のために３のために３歳歳歳歳まで休暇をまで休暇をまで休暇をまで休暇を取得取得取得取得できるできるできるできる制制制制度があった場合、「希望」と度があった場合、「希望」と度があった場合、「希望」と度があった場合、「希望」と    

してはお子さんが何してはお子さんが何してはお子さんが何してはお子さんが何歳歳歳歳何何何何ヶヶヶヶ月のときまで月のときまで月のときまで月のときまで取取取取りたかったですか。（数字を記入）りたかったですか。（数字を記入）りたかったですか。（数字を記入）りたかったですか。（数字を記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、希望する復帰時期（お子さんの年齢）は、【母親】

において「１歳」が 34.4％と最も多く、次いで「３歳」が 33.8％、「２歳」が 19.0％などとなって

いる。【父親】においては「１歳」が 23.1％と最も多く、次いで「３歳」が 15.4％、「０歳」が 7.7％

となっている。 

 

 

問 35 で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方にうかがいします。 

問問問問 33335555－－－－５５５５    育育育育児児児児休業からの休業からの休業からの休業からの職職職職場場場場復復復復帰時には、帰時には、帰時には、帰時には、短短短短時間時間時間時間勤務制勤務制勤務制勤務制度を利用しましたか。度を利用しましたか。度を利用しましたか。度を利用しましたか。    

（○はそれぞれ１つ）（○はそれぞれ１つ）（○はそれぞれ１つ）（○はそれぞれ１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  短時間勤務制度の利用状況は、【母親】において「利用した」が 36.4％と最も多く、次いで「利用

したかったが、利用しなかった（できなかった）」が 34.4％、「利用する必要がなかった」が 27.2％

となっている。【父親】においては「利用する必要がなかった」が 53.8％と最も多く、次いで「利用

したかったが、利用しなかった（できなかった）」が 15.4％となっている。 

 

 

53.8

5.6

7.7

34.4

23.1

19.0

0.0

15.4

33.8 7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親
N=195

 父親 
 N=13 

０歳 １歳 ２歳 ３歳 無回答

27.2

30.853.8

36.4

0.0

34.4

15.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親
N=195

 父親 
 N=13 

利用する必要がなかった
利用した
利用したかったが、利用しなかった（できなかった）
無回答
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問 35-３で 実際の復帰と希望が異なる方 にうかがいます。 

問問問問 33335555－－－－６６６６    希望の時期に希望の時期に希望の時期に希望の時期に職職職職場場場場復復復復帰しなかった理由についてうかがいます。帰しなかった理由についてうかがいます。帰しなかった理由についてうかがいます。帰しなかった理由についてうかがいます。    

 

（１）「希望」より 早く 復帰した方 （○はあてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  希望より早く復帰した理由は、「希望する保育園に入るため」が 37.7％と最も多く、次いで「人事

異動や業務の節目の時期に合わせるため」が 32.8％、「経済的な理由で早く復帰する必要があったた

め」、「その他」がそれぞれ 26.2％などとなっている。男性においてはサンプル数が少ないため、コ

メントは割愛する。 

 

 

（２）「希望」より 遅く 復帰した方 （○はあてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  希望より遅く復帰した理由は、「希望する保育園に入れなかったため」が 48.0％と最も多く、次い

で「職場の受け入れ態勢が整っていなかったため」、「子どもをみてくれる人がいなかったため」が

それぞれ 16.0％、「配偶者や家族の希望があったため」が 12.0％などとなっている。 

 

希望する保育園に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で
早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目の
時期に合わせるため

その他

無回答

　　　　　 ≪母親≫　　　　　　　　　　　　　 ≪父親≫

N=61

37.7

6.6

26.2

32.8

26.2

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する保育園に入れなかったため

自分や子どもなどの
体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が
整っていなかったため

子どもをみてくれる人が
いなかったため

その他

無回答

　　　　　 ≪母親≫　　　　　　　　　　　　　 ≪父親≫

N=25

48.0

0.0

12.0

16.0

16.0

8.0

24.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=0

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問35-５で「3 利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 33335555－－－－７７７７    短短短短時間時間時間時間勤務制勤務制勤務制勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。    

（（（（○はあてはまるものすべて○はあてはまるものすべて○はあてはまるものすべて○はあてはまるものすべて））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は、【母親】において「職場に短時間

勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 70.1％と最も多く、次いで「仕事が忙しかった」が 43.3％、

「短時間勤務にすると給与が減給される」が 26.9％などとなっている。【父親】においてはサンプル

数が少ないため、コメントは割愛する。 

 

 

問 35 で「2 .現在も育児休業中である」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 33335555－－－－８８８８    あて名のお子さんが１あて名のお子さんが１あて名のお子さんが１あて名のお子さんが１歳歳歳歳になったときにになったときにになったときにになったときに必必必必ず利用できる保育事業があれば、１ず利用できる保育事業があれば、１ず利用できる保育事業があれば、１ず利用できる保育事業があれば、１歳歳歳歳にににに    

なるまで育なるまで育なるまで育なるまで育児児児児休業を休業を休業を休業を取得取得取得取得しますか。または、しますか。または、しますか。または、しますか。または、預け預け預け預けられる事業があっても１られる事業があっても１られる事業があっても１られる事業があっても１歳歳歳歳になるになるになるになる    

前に前に前に前に復復復復帰しますか。（○はそれぞれ１つ）帰しますか。（○はそれぞれ１つ）帰しますか。（○はそれぞれ１つ）帰しますか。（○はそれぞれ１つ）    

 

 

                      お子さんが１歳になった時に必ず利用できる保育事

業があれば１歳になるまで育児休業を取得するかにつ

いては、【母親】において「１歳になるまで育児休業を

取得したい」が 86.5％、「１歳になる前に復帰したい」

が 12.2％となっている。 

 

 

職場に短時間勤務制度を
取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると
給与が減額される

短時間勤務にすると保育園の
入園申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や
短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみて

もらえるなど、子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため
退職した

職場に短時間勤務制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを
知らなかった

その他

無回答

　　　　　 ≪母親≫　　　　　　　　　　　　　 ≪父親≫

N=67

70.1

43.3

26.9

4.5

0.0

14.9

0.0

23.9

10.4

6.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

86.5 12.2 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親　N=74

父親　N=0

１歳になるまで育児休業を取得したい

１歳になる前に復帰したい

無回答
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11111111．．．．子育てに関する一般的な事項子育てに関する一般的な事項子育てに関する一般的な事項子育てに関する一般的な事項についてについてについてについて    

 

問問問問 33336666    裾野市裾野市裾野市裾野市の子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段の子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段の子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段の子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段階評価階評価階評価階評価でお答えください。でお答えください。でお答えください。でお答えください。    

（１～５のう（１～５のう（１～５のう（１～５のうちちちち、あてはまる、あてはまる、あてはまる、あてはまる番号番号番号番号に１つに○）に１つに○）に１つに○）に１つに○）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  裾野市の子育て環境や支援の満足度の５段階評価は、「３（どちらともいえない）」が 38.0％と最

も多く、次いで「４（やや満足）」が 32.5％、「２（やや不満）」が 17.0％などとなっている。『満足

（４＋５）』は 37.7％、『不満（１＋２）』は 20.6％となっている。 

 

 

問問問問 33337777    今後、今後、今後、今後、裾野市裾野市裾野市裾野市の子育て環境をさらによくしていくために、の子育て環境をさらによくしていくために、の子育て環境をさらによくしていくために、の子育て環境をさらによくしていくために、次次次次のことについてあなたはどのことについてあなたはどのことについてあなたはどのことについてあなたはど    

ののののようなお考えですか。ようなお考えですか。ようなお考えですか。ようなお考えですか。重要重要重要重要と思われるもの５つまでに○をつと思われるもの５つまでに○をつと思われるもの５つまでに○をつと思われるもの５つまでに○をつけけけけてください。てください。てください。てください。    

（○は５つまで）（○は５つまで）（○は５つまで）（○は５つまで）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今後、裾野市の子育て環境をさらによくしていくために重要と思われるものは、「公園、児童館な

ど子どもの遊び場の充実」が 67.4％と最も多く、次いで「多様な保育サービスの充実や、放課後児

童に対する施策の充実」が 48.6％、「児童手当制度の充実や税制度での優遇など、経済的な支援の充

実」が 45.3％などとなっている。 

 

N=1215

無回答
3.6%

3
38.0%

1
3.6%

5
5.2%

4
32.5%

2
17.0%

公園、児童館など
子どもの遊び場の充実

子育てサークルなどの
親や子どもが交流できる場の充実

多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

受験戦争やいじめの解消等
ゆとりのある教育の実現

児童手当制度の充実や税制度での
優遇など、経済的な支援の充実

子育てについて学べる機会の充実

夜間や休日における
小児科の医療体制の整備

ボランティア等による
保育サービスの充実

子どもや親子づれに配慮した
まちづくり

子育てについて相談できる
機関やサービスの充実

妊産婦や乳幼児健康診査、
保健指導等の母子保健体制の整備

児童への虐待に対する対策の充実

子育てに関する情報提供の充実 その他

公営住宅の提供や、住宅の
資金融資など、住宅対策の充実

特にない・わからない

家庭生活と両立する就労環境の整備 無回答

67.4

48.6

45.3

44.6

38.8

23.8

23.4

23.3

22.8

0% 20% 40% 60% 80%

N=1215

17.9

13.7

12.8

12.8

11.9

4.1

3.5

0.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80%
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３．調査結果【小学生児童】３．調査結果【小学生児童】３．調査結果【小学生児童】３．調査結果【小学生児童】    
 

１．お子さんとご家族の状況について１．お子さんとご家族の状況について１．お子さんとご家族の状況について１．お子さんとご家族の状況について    

 

問１問１問１問１    あなたのお住まいの地区を教えてください。（○は１つ）あなたのお住まいの地区を教えてください。（○は１つ）あなたのお住まいの地区を教えてください。（○は１つ）あなたのお住まいの地区を教えてください。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お住まいの地区は、「富岡」が 28.7％と最も多く、次いで「東」が 27.8％、「西」が 27.6％などと

なっている。 

 

 

問２問２問２問２    あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（数字で記入）あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（数字で記入）あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（数字で記入）あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの年齢は、「11 歳」が 19.1％と最も多く、次いで「８歳」が 18.0％、「９歳」が 17.6％

などとなっている。 

 

N=450

無回答
0.9%

深良
10.7%

東
27.8%

須山
4.4%

富岡
28.7%

西
27.6%

N=450

11歳
19.1%

８歳
18.0%

６歳
14.2%

無回答
0.4%

10歳
16.9%

９歳
17.6%

７歳
13.8%
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問３問３問３問３    あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いますか。あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いますか。あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いますか。あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いますか。    

また、２人以上いる場合、末子の生年月をご記入ください。（数字で記入）また、２人以上いる場合、末子の生年月をご記入ください。（数字で記入）また、２人以上いる場合、末子の生年月をご記入ください。（数字で記入）また、２人以上いる場合、末子の生年月をご記入ください。（数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの人数は、「２人」が 58.2％と最も多く、次いで「３人」が 20.7％、「１人」が 19.3％な

どとなっている。 

  お子さんが２人以上いる場合の末子の年齢は、「６歳」が 17.9％と最も多く、次いで「７歳」が

14.0％、「８歳」、「９歳」がそれぞれ 13.8％などとなっている。 

 

 

問４問４問４問４    この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えこの調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えこの調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えこの調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答え    

ください。（○は１つ）ください。（○は１つ）ください。（○は１つ）ください。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答者は、「母親」が92.7％と最も多く、次いで「父親」が6.9％、「その他」が0.4％となっている。 

 

N=450

３人
20.7%

１人
19.3%

５人以上
0.2%

４人
1.6%

２人
58.2%

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳

７
歳

８
歳

９
歳

1
0
歳

1
1
歳

無
回
答

N=363

2.2 1.1 1.1 2.8
5.0

3.0

17.9
14.0 13.8

10.7 10.7

3.9

13.8

0%

5%

10%

15%

20%

N=450

その他
0.4%

母親
92.7%

父親
6.9%
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問５問５問５問５    この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ）この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ）この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ）この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  配偶関係は、「配偶者がいる」が 86.2％、「配偶者はいない」が 13.8％となっている。 

 

 

問６問６問６問６    あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。    

（○は１つ）（○は１つ）（○は１つ）（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方は、「父母ともに」が 51.0％と最も多く、次

いで「主に母親」が 44.7％、「主に祖父母」が 2.4％などとなっている。 

 

N=450

配偶者がいる
86.2%

配偶者は
いない
13.8%

N=450

無回答
0.2%主に祖父母

2.4%

父母ともに
51.0%

その他
0.4%

主に父親
1.3%

主に母親
44.7%
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問７問７問７問７    あて名のお子さんの、父母との同居状況についてお答えください。（○は１つ）あて名のお子さんの、父母との同居状況についてお答えください。（○は１つ）あて名のお子さんの、父母との同居状況についてお答えください。（○は１つ）あて名のお子さんの、父母との同居状況についてお答えください。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの父母との同居状況は、「父母同居」が 82.0％と最も多く、次いで「母のみ同居（ひとり

親家庭）」が 10.9％、「母のみ同居（父親単身赴任）」が 4.7％などとなっている。 

 

 

問８問８問８問８    あて名のお子さんの、祖父母との同居・近居（概ねあて名のお子さんの、祖父母との同居・近居（概ねあて名のお子さんの、祖父母との同居・近居（概ねあて名のお子さんの、祖父母との同居・近居（概ね 30303030 分以内程度に行き来できる範囲）分以内程度に行き来できる範囲）分以内程度に行き来できる範囲）分以内程度に行き来できる範囲）    

の状況についてお答えください。（○はあてはまるものすべて）の状況についてお答えください。（○はあてはまるものすべて）の状況についてお答えください。（○はあてはまるものすべて）の状況についてお答えください。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんと祖父母との同居・近居の状況は、「祖母近居」が 38.2％と最も多く、次いで「祖父近居」

が 32.0％、「祖父母どちらとも同居・近居していない」が 31.1％などとなっている。全体から「祖

父母どちらとも同居・近居していない」と「無回答」を差し引いた『祖父母が同居または近居して

いる』は 68.7％となっている。 

 

 

 

父母同居

父のみ同居（ひとり親家庭）

父のみ同居（母親単身赴任）

母のみ同居（ひとり親家庭）

母のみ同居（父親単身赴任）

父母どちらとも同居していない
N=450

82.0

2.0

0.0

10.9

4.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

祖父母どちらとも
同居・近居していない

無回答
N=450

22.7

27.3

32.0

38.2

31.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40%

祖父母が同居 

または近居している 

68.7％ 
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２．子どもの育ちをめぐる環境について２．子どもの育ちをめぐる環境について２．子どもの育ちをめぐる環境について２．子どもの育ちをめぐる環境について    

 

問９問９問９問９    あて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方はどなたあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方はどなたあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方はどなたあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方はどなた    

（どの施設）ですか。お子さんからみた関係でお答えください。（どの施設）ですか。お子さんからみた関係でお答えください。（どの施設）ですか。お子さんからみた関係でお答えください。（どの施設）ですか。お子さんからみた関係でお答えください。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育などを含む）に日常的に関わっている方は、「父母ともに」が 55.3％

と最も多く、次いで「小学校」が 52.4％、「母親」が 38.4％などとなっている。 

 

 

問問問問 10101010    あて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われるあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われるあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われるあて名のお子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われる    

環境はどれですか。（○はあてはまるものすべて）環境はどれですか。（○はあてはまるものすべて）環境はどれですか。（○はあてはまるものすべて）環境はどれですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育などを含む）に、もっとも影響すると思われる環境は、「家庭」が

88.2％と最も多く、次いで「小学校」が 73.3％、「地域」が 19.3％などとなっている。 

 

父母ともに

小学校

母親

祖父母

父親

その他

無回答
N=450

55.3

52.4

38.4

22.4

2.0

2.2

0.2

0% 20% 40% 60%

家庭

小学校

地域

その他

無回答

N=450

88.2

73.3

19.3

2.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問問問問 11111111    日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はあてはまるものすべて）日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はあてはまるものすべて）日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はあてはまるものすべて）日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人は、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみ

てもらえる」が 44.7％と最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 37.3％、

「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」が 23.6％などとなってい

る。 

 

 

問 11 で「１～２ 祖父母等の親族に子どもをみてもらえる」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 11111111－１－１－１－１    祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況については、「祖父母等の親族に安心して子ど

もをみてもらえる」が 69.1％と最も多く、次いで「自分たち親の立場として、負担をかけているこ

とが心苦しい」が 23.8％、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」が 16.5％などとな

っている。 

 

日常的に
祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には
祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもを
みてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを
みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答
N=450

37.3

44.7

5.8

23.6

11.6

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

祖父母等の親族に安心して
子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が
大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や
精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけていることが心苦しい

子どもにとってふさわしい環境であるか、
少し不安がある

その他

無回答
N=340

69.1

16.5

13.5

23.8

4.7

2.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80%
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問 11 で「３～４ 友人・知人に子どもをみてもらえる」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 11111111－２－２－２－２    友人や知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。友人や知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。友人や知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。友人や知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  友人や知人にお子さんをみてもらっている状況については、「友人・知人に安心して子どもをみて

もらえる」が 47.6％と最も多く、次いで「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配で

ある」が 25.4％、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 24.6％などと

なっている。 

 

 

問問問問 12121212    あて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育てあて名のお子さんの子育て((((教育・保育を含む教育・保育を含む教育・保育を含む教育・保育を含む))))をする上で、気軽に相談できる人はいまをする上で、気軽に相談できる人はいまをする上で、気軽に相談できる人はいまをする上で、気軽に相談できる人はいま    

すか。また、相談できる場所はありますか。（○は１つ）すか。また、相談できる場所はありますか。（○は１つ）すか。また、相談できる場所はありますか。（○は１つ）すか。また、相談できる場所はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育を含む）をする上で、気軽に相談できる人・場所は、「いる／ある」

が 91.5％、「いない／ない」が 6.9％となっている。 

 

 

友人・知人に安心して
子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が
大きく心配である

友人・知人の時間的制約や
精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけていることが心苦しい

子どもにとってふさわしい環境であるか、
少し不安がある

その他

無回答
N=126

47.6

7.9

25.4

24.6

0.0

5.6

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=450

無回答
1.6%

いる／ある
91.5%

いない／ない
6.9%
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問 12 で「１ いる／ある」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 12121212―１―１―１―１    お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）    

ですか。（○はあてはまるものすべて）ですか。（○はあてはまるものすべて）ですか。（○はあてはまるものすべて）ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、「友人や知人」が 84.0％

と最も多く、次いで「祖父母等の親族」が 78.2％、「小学校の先生」が 33.0％などとなっている。 

 

友人や知人

祖父母等の親族

小学校の先生

近所の人

かかりつけの医師

子育て支援施設センター・ＮＰＯ

市の保健師・県の保健所

子育てサークル

民生委員・児童委員

家庭児童相談員

県の児童相談所

その他

無回答 N=412

84.0

78.2

33.0

12.6

3.6

1.5

1.5

1.2

0.7

0.5

0.0

3.6

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問問問問 13131313    お子さんお子さんお子さんお子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先はどこですか。またの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先はどこですか。またの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先はどこですか。またの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先はどこですか。また    

方法は何ですか。（○はあてはまるものすべて）方法は何ですか。（○はあてはまるものすべて）方法は何ですか。（○はあてはまるものすべて）方法は何ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報の入手先は、「知人・友人」が 70.0％と

最も多く、次いで「小学校」が 69.3％、「広報すその」が 39.8％などとなっている。 

 

 

問問問問 14141414    お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報について、現在、満足されてお子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報について、現在、満足されてお子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報について、現在、満足されてお子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報について、現在、満足されて    

いますか。（○は１つ）いますか。（○は１つ）いますか。（○は１つ）いますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの子育て（教育・保育を含む）に関する支援情報についての満足状況は、「やや満足して

いる」が 46.7％と最も多く、次いで「わからない」が 24.0％、「あまり満足していない」が 19.8％

などとなっている。『満足している』は 52.3％、『満足していない』は 22.7％となっている。 

 

知人・友人

小学校

広報すその

インターネット等

テレビ

新聞・雑誌

市役所の窓口

子育てサークル

ラジオ

その他

入手していない

無回答 N=450

70.0

69.3

39.8

19.8

12.7

10.7

5.8

0.9

0.7

0.2

6.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

N=450

無回答
1.1%

あまり
満足して
いない
19.8%

とても
満足している

5.6%

わからない
24.0%

全然
満足して
いない
2.9% やや

満足している
46.7%
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３．保護者の就労状況について３．保護者の就労状況について３．保護者の就労状況について３．保護者の就労状況について    

 

問問問問 16161616    保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。    

 

母母母母            親親親親    

 

問問問問 16161616（１）現在の就労状況（○は１つ）（１）現在の就労状況（○は１つ）（１）現在の就労状況（○は１つ）（１）現在の就労状況（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  母親の就労状況は、「パート・アルバイト等で就労している」が 45.5％と最も多く、次いで「フル

タイムで就労している」が 25.5％、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 23.6％な

どとなっている。 

 

 

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、
産休･育休･介護休業中である

パート･アルバイト等で就労している

パート･アルバイト等で就労しているが、
産休･育休･介護休業中である

以前は就労していたが、
現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
N=440

25.5

0.5

45.5

0.2

23.6

4.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 16（１）で「１～４ 就労している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（１）―１（１）―１（１）―１（１）―１    １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間((((残業時間を含む残業時間を含む残業時間を含む残業時間を含む))))」と家」と家」と家」と家    

を出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない    

場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護    

休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）記入）記入）記入）    

 ●週あたりの就労日数 

 

 

 

 

 

 ●日あたりの就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 ●家を出る時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 ●帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

  週あたり「５日」、日あたり「８時間」就労している母親が多い。 

  家を出る時刻は、「８時台」が 25.7％と最も多く、帰宅時刻は「15時台以前」が 17.5％と最も多

くなっている。 

 

４
時
間
以
下

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

1
0
時
間

1
1
時
間

1
2
時
間

1
3
時
間

1
4
時
間

1
5
時
間

1
6
時
間
以
上

無
回
答

N=315

7.3
12.4

6.3 8.3

22.2

3.8 3.8 1.0 0.3 0.0 0.0 0.0

33.3

1.3
0%

10%

20%

30%

40%

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

N=315

0.0 1.9 3.2
8.6

46.3

7.3
0.0

32.7

0%
10%
20%
30%
40%
50%

４
時
台
以
前

５
時
台

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台
以
降

無
回
答

N=315

0.0 0.0 2.9

23.2 25.7

9.5
3.2 0.3

33.7

1.6
0%

10%

20%

30%

40%

1
5
時
台
以
前

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台

2
0
時
台

2
1
時
台

2
2
時
台

2
3
時
台
以
降

無
回
答

N=315

17.5

7.0
11.1

17.1
8.3

2.5 0.6 0.6

33.7

1.6
0%

10%

20%

30%

40%
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問 16（１）で「３～４ パート・アルバイト等で就労している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（１）―２（１）―２（１）―２（１）―２    フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  フルタイムへの転換希望は、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 65.2％と最も

多く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 22.4％、「フルタイ

ムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」が 7.0％などとなっている。 

 

 

問 16（１）で「５～６ 就労していない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（１）―３（１）―３（１）―３（１）―３    就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●就労したいと思う時期（末子の年齢） 

 

 

 

 

 

 

 

  就労したいという希望は、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 35.2％と最

も多く、次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 32.8％、「１年より先、一番下の

子どもが（  ）歳になったころに就労したい」が 31.1％となっている。 

  就労したいと思う時期（末子の年齢）は、「６歳以上」が 86.8％と突出している。 

 

フルタイムへの転換希望があり、
実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、
実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を
続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて
子育てや家事に専念したい

無回答

N=201

7.0

22.4

65.2

2.5

3.0

0% 20% 40% 60% 80%

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳
以
上

無
回
答

N=38

0.0 0.0 2.6 7.9 0.0 0.0 2.6

86.8

0%
20%
40%
60%
80%
100%

子育てや家事などに専念したい
（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが
（　　）歳になったころに就労したい

すぐにでも、
もしくは１年以内に就労したい

無回答

N=122

35.2

31.1

32.8

0.8

0% 10% 20% 30% 40%
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問 16（１）—3 で「3 すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（１）―４（１）―４（１）―４（１）―４    希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●週あたりの希望就労日数・日あたりの希望就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  希望する就労形態は、「パート・アルバイト等」が 92.5％、「フルタイム」が 7.5％となっている。 

  週あたりの希望就労日数は「５日」が 40.5％と最も多く、日あたりの希望就労時間は「５時間」

が 43.2％と最も多くなっている。 

 

 

    

２
日

３
日

４
日

５
日

N=37

2.7

21.6

35.1
40.5

0%
10%
20%
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３
時
間
以
下

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間
以
上

N=37

2.7

21.6

43.2

27.0

5.4

0%
10%
20%
30%
40%
50%

N=40

フルタイム
7.5%

パート･
アルバイト等
92.5%
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父父父父            親親親親    

 

問問問問 16161616（２）現在の就労状況（○は１つ）（２）現在の就労状況（○は１つ）（２）現在の就労状況（○は１つ）（２）現在の就労状況（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  父親の就労状況は、「フルタイムで就労している」が 94.9％と突出している。 

 

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、
産休･育休･介護休業中である

パート･アルバイト等で就労している

パート･アルバイト等で就労しているが、
産休･育休･介護休業中である

以前は就労していたが、
現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
N=396

0.3

0.0

0.0

0.5

0.0

4.3

94.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 16（２）で「１～４ 就労している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（２）―１（２）―１（２）―１（２）―１    １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間((((残業時間を含む残業時間を含む残業時間を含む残業時間を含む))))」と家」と家」と家」と家    

を出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でないを出る時刻、帰宅時刻をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない    

場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護    

休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入）    

 

 ●週あたりの就労日数 

 

 

 

 

 

 ●日あたりの就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 ●家を出る時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 ●帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

  週あたり「５日」、日あたり「８時間」就労している父親が多い。 

  家を出る時刻は、「７時台」が 47.7％と最も多く、帰宅時刻は「19時台」が 18.8％と最も多くな

っている。 

 

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

N=377
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1
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時
間
以
上

無
回
答

N=377
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1.6 1.9 2.7
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時
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以
降

無
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N=377
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問 16（２）で「３～４ パート・アルバイト等で就労している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（２）―２（２）―２（２）―２（２）―２    フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ）    

 

 ◆ 該当サンプルなし 

 

 

問 16（２）で「５～６ 就労していない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（２）―３（２）―３（２）―３（２）―３    就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）就労したいという希望はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  サンプル数が少ないため、コメントは割愛する。 

 

 

問 16（２）—3 で「3 すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 16161616（２）―４（２）―４（２）―４（２）―４    希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）希望する就労形態はなんですか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  サンプル数が少ないため、コメントは割愛する。 

 

 

 

N=2

フルタイム
100.0%

パート･
アルバイト等

0.0%

子育てや家事などに専念したい
（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが
（　　）歳になったころに就労したい

すぐにでも、
もしくは１年以内に就労したい

N=2

0.0

0.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４．放課後児童室の利用状況・利用意向について４．放課後児童室の利用状況・利用意向について４．放課後児童室の利用状況・利用意向について４．放課後児童室の利用状況・利用意向について    

 

問問問問 17171717    現在、あて名のお子さんは現在、あて名のお子さんは現在、あて名のお子さんは現在、あて名のお子さんは放課放課放課放課後後後後児童室児童室児童室児童室を利用していますか。（○は１つ）を利用していますか。（○は１つ）を利用していますか。（○は１つ）を利用していますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんの放課後児童室の利用状況は、「利用していない」が 88.4％、「利用している」が 10.7％

となっている。 

 

 

 

問 17 で「１ 利用している」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 17171717－１－１－１－１    放課放課放課放課後後後後児童室児童室児童室児童室を利用している日（平日・土曜・長期休暇）はいつですか。を利用している日（平日・土曜・長期休暇）はいつですか。を利用している日（平日・土曜・長期休暇）はいつですか。を利用している日（平日・土曜・長期休暇）はいつですか。    

また、平日の利用頻度はどのくらいですか。（○は１つ・数字で記入）また、平日の利用頻度はどのくらいですか。（○は１つ・数字で記入）また、平日の利用頻度はどのくらいですか。（○は１つ・数字で記入）また、平日の利用頻度はどのくらいですか。（○は１つ・数字で記入）    

 

（１）平日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  放課後児童室の平日の利用状況は、「利用している」が 100.0％となっている。 

  利用頻度は、週あたり「５日」が 64.6％と最も多くなっている。 

 

N=450

無回答
0.9% 利用している

10.7%

利用して
いない
88.4%

N=48

利用している
100.0%

利用して
いない
0.0%
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（２）土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  放課後児童室の土曜日の利用状況は、「利用していない」が 81.2％、「利用している」が 14.6％と

なっている。 

  利用頻度は、月あたり「１日」が 42.9％と最も多くなっている。 

 

 

（３）夏休み・冬休みなどの長期休暇中 

 

●夏休みの利用日数        

 

 

 

 

 

 

 

 

●冬休みの利用日数             ●春休みの利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  放課後児童室の長期休暇中の利用状況は、「利用している」が 91.6％、「利用していない」が 6.3％

となっている。 

  利用頻度は、夏休みにおいて「21 日以上」、冬休みにおいて「15 日以上」、春休みにおいて「15

日以上」が最も多くなっている。 

 

N=48

無回答
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80%
100%
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問 17 で「２ 利用していない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 17171717－２－２－２－２    放課放課放課放課後後後後児童室児童室児童室児童室を利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）を利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）を利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）を利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  放課後児童室を利用していない理由は、「母親または父親が就労していないため、利用する必要が

ないから」が 32.9％と最も多く、次いで「家族や親族の中に世話をしてくれる人がいるから」が

27.4％、「放課後の短時間ならば子どもだけで大丈夫だと思うから」が 18.1％などとなっている。 

 

母親または父親が就労していないため、
利用する必要がないから

家族や親族の中に
世話をしてくれる人がいるから

放課後の短時間ならば
子どもだけで大丈夫だと思うから

対象学年ではないから

放課後は、習い事をしているから

放課後児童室の利用料がかかるから

就労しているが、
下校時刻までに帰宅できるから

放課後児童室の開所時間が
短いから・合わないから

放課後児童室を知らなかったから

他の施設・事業に預けているから

その他

無回答 N=398

32.9

27.4

18.1

13.8

8.0

6.3

6.0

1.8

0.3

0.3

9.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40%
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問問問問 18181818    来年度以来年度以来年度以来年度以降降降降、あて名のお子さんについて、、あて名のお子さんについて、、あて名のお子さんについて、、あて名のお子さんについて、放課放課放課放課後後後後児童室児童室児童室児童室の利用希望はありますか。平日、の利用希望はありますか。平日、の利用希望はありますか。平日、の利用希望はありますか。平日、    

土曜日、日曜・祝日、長期休暇土曜日、日曜・祝日、長期休暇土曜日、日曜・祝日、長期休暇土曜日、日曜・祝日、長期休暇別別別別にそれぞれご記入ください。また、平日以にそれぞれご記入ください。また、平日以にそれぞれご記入ください。また、平日以にそれぞれご記入ください。また、平日以外外外外の希望がの希望がの希望がの希望が    

ある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。（○は１つ・数字で記入）ある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。（○は１つ・数字で記入）ある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。（○は１つ・数字で記入）ある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。（○は１つ・数字で記入）    

 

（１）平日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  来年度以降の平日の放課後児童室の利用希望は、「利用する必要はない」が 82.2％と最も多く、次

いで「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 6.7％、「高学年（４～６年生）になっても利用

したい」が 6.2％となっている。 

  日数は、週あたり「５日」が 56.9％と最も多くなっている。 

 

N=450

利用する
必要はない
82.2%

低学年
（１～３年
生）の間は
利用したい
6.7%

無回答
4.9%

高学年
（４～６年
生）に
なっても
利用したい
6.2%

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

N=58

0.0 3.4

19.0 20.7

56.9

0%

20%

40%

60%
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（２）土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  来年度以降の土曜日の放課後児童室の利用希望は、「利用する必要はない」が 82.7％と最も多く、

次いで「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 3.6％、「低学年（１～３年生）の間は利

用したい」が 1.3％となっている。 

  日数は、月あたり「４日」が 31.8％と最も多くなっている。希望利用開始時刻は「８時台」が 59.1％

と最も多く、希望利用終了時刻は「17時台」が 45.5％と最も多くなっている。 

 

N=450

利用する
必要はない
82.7%

低学年
（１～３年
生）の間は
利用したい
1.3% 無回答

12.4%

高学年
（４～６年
生）に
なっても
利用したい
3.6%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=22

9.1

59.1

18.2
4.5 9.1

0%

20%

40%

60%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=22

4.5 0.0 0.0 4.5 9.1

45.5

22.7

4.5 9.1

0%
10%
20%
30%
40%
50%

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

無
回
答

N=22

9.1

22.7
18.2

31.8

0.0

18.2

0%

10%

20%

30%

40%
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（３）日曜・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  来年度以降の日曜・祝日の放課後児童室の利用希望は、「利用する必要はない」が 84.0％と最も多

く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 2.7％、「低学年（１～３年生）の間

は利用したい」が 0.9％となっている。 

  日数は、月あたり「４日」が 37.5％と最も多くなっている。希望利用開始時刻は「８時台」が 62.5％

と最も多く、希望利用終了時刻は「17時台」が 43.8％と最も多くなっている。 

 

N=450

利用する
必要はない
84.0%

低学年
（１～３年
生）の間は
利用したい
0.9% 無回答

12.4%

高学年
（４～６年
生）に
なっても
利用したい
2.7%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=16

6.3

62.5

25.0

0.0 6.3

0%

20%

40%

60%

80%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=16

6.3
0.0 0.0

12.5

0.0

43.8

18.8
12.5

6.3

0%
10%
20%
30%
40%
50%

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

無
回
答

N=16

12.5

25.0

6.3

37.5

0.0

18.8

0%

10%

20%

30%

40%
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（４）夏休み・冬休みなどの長期休暇中 

 

 

 

 

 

 

 

 ●希望利用開始時刻・希望利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

●夏休みの希望利用日数・冬休みの希望利用日数 

 

 

 

 

 

 

●春休みの希望利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  来年度以降の長期休暇中の放課後児童室の利用希望は、「利用する必要はない」が 64.5％と最も多

く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 16.0％、「低学年（１～３年生）の間

は利用したい」が 8.2％となっている。 

  日数は、【夏休み】において「21 日以上」、【冬休み】において「４～６日」、【春休み】において「10

～14 日」が最も多くなっている。希望利用開始時刻は「８時台」が 67.9％と最も多く、希望利用終

了時刻は「17時台」が 32.1％と最も多くなっている。 

 

N=450

利用する
必要はない
64.5%

低学年
（１～３年
生）の間は
利用したい
8.2%無回答

11.3% 高学年
（４～６年
生）に
なっても
利用したい
16.0%

７
時
台
以
前

８
時
台

９
時
台

1
0
時
台
以
降

無
回
答

N=109

9.2

67.9

18.3
0.9 3.7

0%

20%

40%

60%

80%

1
2
時
台
以
前

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台
以
降

無
回
答

N=109

2.8 1.8 0.9

13.8 14.7

32.1

22.0

8.3
3.7

0%

10%

20%

30%

40%

１～

５
日

６～
1
0
日

1
1～

1
5
日

1
6～

2
0
日

2
1
日
以
上

無
回
答

N=109

0.9 4.6
11.9

28.4 31.2
22.9

0%

10%

20%

30%

40%

１～

３
日

４～

６
日

７～

９
日

1
0～

1
4
日

1
5
日
以
上

無
回
答

N=109

3.7

23.9

13.8 15.6 14.7

28.4

0%

10%

20%

30%

１～

３
日

４～

６
日

７～

９
日

1
0～

1
4
日

1
5
日
以
上

無
回
答

N=109

0.9

13.8
10.1

28.4

18.3

28.4

0%

10%

20%

30%
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５．病気の際の対応について５．病気の際の対応について５．病気の際の対応について５．病気の際の対応について    

 

問問問問 19191919    この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガでこの１年間に、あて名のお子さんが病気やケガでこの１年間に、あて名のお子さんが病気やケガでこの１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校学校学校学校を休まなを休まなを休まなを休まなけけけければならなかったことればならなかったことればならなかったことればならなかったこと    

はありますか。（○は１つ）はありますか。（○は１つ）はありますか。（○は１つ）はありますか。（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この１年間のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことは、「あった」が

58.7％、「なかった」が 40.9％となっている。 

 

 

N=450

無回答
0.4%

あった
58.7%

なかった
40.9%
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問 19 で「１ あった」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 19191919－１－１－１－１    この１年間に、病気やケガでこの１年間に、病気やケガでこの１年間に、病気やケガでこの１年間に、病気やケガで学校学校学校学校を休まなを休まなを休まなを休まなけけけければならなかった場合の対処方法は何ればならなかった場合の対処方法は何ればならなかった場合の対処方法は何ればならなかった場合の対処方法は何    

ですか。また、その日数は概ね何日ですか。（ですか。また、その日数は概ね何日ですか。（ですか。また、その日数は概ね何日ですか。（ですか。また、その日数は概ね何日ですか。（半半半半日程度の場合も１日と日程度の場合も１日と日程度の場合も１日と日程度の場合も１日とカウカウカウカウントしてントしてントしてントして    

ください）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）ください）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）ください）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）ください）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  対処方法は、「母親が休んだ」が 53.0％と最も多く、次いで「父親又は母親のうち就労していない

方が子どもをみた」が 31.8％、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が 21.2％な

どとなっている。 

  日数は、【父親が休んだ】、【仕方なく子どもだけで留守番させた】において「１日」が４割を超え

て多くなっている。 
 

母親が休んだ　N=140

父親又は母親のうち
就労していない方が子どもをみた　N=84

（同居者を含む）親族・知人に
子どもをみてもらった　N=56

父親が休んだ　N=22

仕方なく子どもだけで留守番をさせた
N=20

ファミリー・サポート・センターを
利用した　N=0

病児・病後児の保育を利用した　N=0

小学生一時預り事業　N=0

ベビーシッターを利用した　N=0

その他　N=5 40.0 20.00.0

28.6

20.2

23.2

40.9

40.0

32.9

36.9

42.9

31.8

55.0 0.0

13.6

21.4

15.5

14.3

20.0

15.5

7.1

9.1

0.0

7.9

0.0

4.5

3.6

1.4

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

1.8

20.0

8.3

0.0

14.3

5.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

６～10日

11～15日

16日以上

無回答

母親が休んだ

父親又は母親のうち
就労していない方が子どもをみた

（同居者を含む）親族・知人に
子どもをみてもらった

父親が休んだ

仕方なく子どもだけで
留守番をさせた

ファミリーサポートセンターを
利用した

病児（市外施設）・病後児の保育を
利用した

小学生一時預り事業
（シルバー人材センター）

ベビーシッターを利用した

その他

無回答 N=264

53.0

31.8

21.2

8.3

7.6

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.4

0% 20% 40% 60%
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問 19－１で「１～２ 父親／母親が休んだ」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 19191919－２－２－２－２    その際、「できれば病その際、「できれば病その際、「できれば病その際、「できれば病児児児児・病後・病後・病後・病後児児児児保育施設等を利用したい」と思われましたか。また、保育施設等を利用したい」と思われましたか。また、保育施設等を利用したい」と思われましたか。また、保育施設等を利用したい」と思われましたか。また、    

その場合の日数はどれくらいありますか。（○は１つ・数字で記入）その場合の日数はどれくらいありますか。（○は１つ・数字で記入）その場合の日数はどれくらいありますか。（○は１つ・数字で記入）その場合の日数はどれくらいありますか。（○は１つ・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と思ったかについては、「利用したいとは思わ

ない」が 82.4％、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が 15.6％となっている。 

  日数は、「２～３日」が 30.4％と最も多くなっている。 

 

 

問 19－２で「１ できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 19191919－３－３－３－３    病病病病児児児児・病後・病後・病後・病後児児児児保育施設等を利用する場合、どのような事業形態が望ましいと思いま保育施設等を利用する場合、どのような事業形態が望ましいと思いま保育施設等を利用する場合、どのような事業形態が望ましいと思いま保育施設等を利用する場合、どのような事業形態が望ましいと思いま    

すか。すか。すか。すか。（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  望ましい事業形態は、「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が 87.0％と最も多く、次

いで「地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業」が 17.4％、「幼稚園や保育所に併設

した施設で子どもを保育する事業」が 13.0％となっている。 

 

 

    

N=147

無回答
2.0%

できれば
病児・病後児
保育施設等
を利用したい
15.6%

利用したい
とは

思わない
82.4%

１
日

２～
３
日

４～

５
日

６～

1
0
日

1
1～

1
5
日

1
6
日
以
上

無
回
答

N=23

4.3

30.4

17.4 17.4

0.0 0.0

30.4

0%

20%

40%

小児科に併設した施設で
子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の
身近な場所で保育する事業

幼稚園や保育所等に併設した施設で
子どもを保育する事業

その他

N=23

87.0

17.4

13.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 19－２で「２ 利用したいとは思わない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 19191919－４－４－４－４    病病病病児児児児・病後・病後・病後・病後児児児児保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由は、「親が仕事を休んで対応する」が 68.6％、

「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 43.8％、「利用料がわからない」が 16.5％などと

なっている。 

 

 

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を
他人に看てもらうのは不安

利用料がわからない

利用料がかかる・高い

病児・病後児保育の質に不安がある

病児・病後児保育の利便性がよくない

その他
N=121

68.6

43.8

16.5

10.7

8.3

5.8

12.4

0% 20% 40% 60% 80%
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問 19－１で「４～９ 親族等が子どもをみた等」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 19191919－５－５－５－５    その際、「できれば父母のいずれかがその際、「できれば父母のいずれかがその際、「できれば父母のいずれかがその際、「できれば父母のいずれかが仕仕仕仕事を休んで事を休んで事を休んで事を休んで看看看看たい」と思いましたか。また、たい」と思いましたか。また、たい」と思いましたか。また、たい」と思いましたか。また、    

その場合のその場合のその場合のその場合の仕仕仕仕事を休んで事を休んで事を休んで事を休んで看看看看たかった日数はどれくらいありますか。たかった日数はどれくらいありますか。たかった日数はどれくらいありますか。たかった日数はどれくらいありますか。    

（○は１つ・数字で記入）（○は１つ・数字で記入）（○は１つ・数字で記入）（○は１つ・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「できれば仕事を休んで看たい」と思ったかについては、「できれば仕事を休んで看たい」が 57.1％、

「休んで看ることは非常に難しい」が 26.0％となっている。 

  日数は、「２～３日」が 47.7％と最も多くなっている。 

 

 

問 19－５で「２ 休んで看ることは非常に難しい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 19191919－６－６－６－６    その理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）その理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）その理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）その理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「休んで看ることは非常に難しい」理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が 55.0％と

最も多く、次いで「その他」が 25.0％、「自営業なので休めない」、「休暇日数が足りないので休めな

い」がそれぞれ 20.0％となっている。 

 

 

 

N=77

無回答
16.9%

できれば
仕事を休んで
看たい
57.1%

休んで
看ることは
非常に難しい
26.0%

１
日

２～

３
日

４～

５
日

６～

1
0
日

1
1～

1
5
日

1
6
日
以
上

無
回
答

N=44

18.2

47.7

15.9
9.1

0.0 0.0
9.1

0%
10%
20%
30%
40%
50%

子どもの看護を理由に
休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

N=20

55.0

20.0

20.0

25.0

0% 20% 40% 60%
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６．不定期の教育・保育事６．不定期の教育・保育事６．不定期の教育・保育事６．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について    

 

問問問問 20202020    この１年間に、あて名のお子さんについて、この１年間に、あて名のお子さんについて、この１年間に、あて名のお子さんについて、この１年間に、あて名のお子さんについて、私私私私用、親の通用、親の通用、親の通用、親の通院院院院、、、、不不不不定期の就労等の定期の就労等の定期の就労等の定期の就労等の目目目目的で的で的で的で    

不不不不定期に利用している事業はありますか。また、その日数は概ね何日ですか。（定期に利用している事業はありますか。また、その日数は概ね何日ですか。（定期に利用している事業はありますか。また、その日数は概ね何日ですか。（定期に利用している事業はありますか。また、その日数は概ね何日ですか。（半半半半日程度日程度日程度日程度    

の場合も１日との場合も１日との場合も１日との場合も１日とカウカウカウカウントしてください）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）ントしてください）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）ントしてください）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）ントしてください）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この１年間のお子さんについて、私用等の目的で不定期に利用している事業は、「利用していない」

が 98.2％と突出している。 

  日数はサンプル数が少ないため、コメントは割愛する。 

 

 

ファミリーサポートセンター

小学生一時預り事業
（シルバー人材センター）

その他

利用していない

無回答

N=450

0.2

0.2

0.2

98.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ファミリー・サポート・センター　N=1

小学生一時預り　N=1

その他　N=1

100.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

６～10日

11～15日

16日以上

無回答



裾野市 子ども・子育て支援ニーズ調査 

87 

問 20 で「４ 利用していない」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 20202020－１－１－１－１    利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 84.8％と最も多く、次いで「事業の利用方

法（手続き等）がわからない」が 14.9％、「利用料がかかる・高い」、「利用料がわからない」がそれ

ぞれ 8.4％などとなっている。 

 

特に利用する必要がない

事業の利用方法（手続き等）が
わからない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者に
なるのかどうかわからない

利用したい事業が地域にない

上記の事業の利便性がよくない

上記の事業の質に不安がある

その他

無回答 N=442

84.8

14.9

8.4

8.4

7.0

4.3

3.8

2.9

2.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問問問問 21212121    あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、あて名のお子さんについて、私私私私用、親の通用、親の通用、親の通用、親の通院院院院、、、、不不不不定期の就労等の定期の就労等の定期の就労等の定期の就労等の目目目目的で事業を利用する的で事業を利用する的で事業を利用する的で事業を利用する    

必要必要必要必要があると思いますかがあると思いますかがあると思いますかがあると思いますか。（○は１つ・数字で記入）。（○は１つ・数字で記入）。（○は１つ・数字で記入）。（○は１つ・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  私用等の目的で事業を利用する必要については、「利用する必要はない」が 86.9％、「利用したい」

が 11.8％となっている。 

 

 

問 21 で「１ 利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 21212121－１－１－１－１    そのそのそのその目目目目的と的と的と的と必要必要必要必要な日数をご記入ください。（○はあてはまるものすべて・数字で記入）な日数をご記入ください。（○はあてはまるものすべて・数字で記入）な日数をご記入ください。（○はあてはまるものすべて・数字で記入）な日数をご記入ください。（○はあてはまるものすべて・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  利用したい目的は、「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」が 58.5％と

最も多く、次いで「不定期の就労」が 34.0％、「私用、リフレッシュ目的」が 32.1％となっている。 

  日数は、【不定期の就労】において「16 日以上」が３割を超えて多くなっている。 

 

N=450

無回答
1.3% 利用したい

11.8%

利用する
必要はない
86.9%

冠婚葬祭、学校行事、
子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等

不定期の就労

私用、リフレッシュ目的

その他

無回答

N=53

58.5

34.0

32.1

0.0

17.0

0% 20% 40% 60%

私用、リフレッシュ目的　N=17

冠婚葬祭、学校行事、　　　　　　N=31
子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等

不定期の就労　N=18

その他　N=0

29.0

0.0

0.0

0.0

35.3

12.9

11.111.1

16.1

5.9

32.3

27.8

17.6

0.0

0.0

0.0

9.7

17.6

38.9

23.5

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

６～10日

11～15日

16日以上

無回答
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問 21 で「１ 利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 21212121－２－２－２－２    問問問問 21212121－１の－１の－１の－１の目目目目的でお子さんを的でお子さんを的でお子さんを的でお子さんを預け預け預け預ける場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。る場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。る場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。る場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。    

（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）（○はあてはまるものすべて）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  望ましい事業形態は、「小規模施設で子どもを保育する事業」が 45.3％と最も多く、次いで「地域

住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業」、「小学生一時預り事業（シルバー人材センタ

ー）」がそれぞれ 30.2％、「大規模施設で子どもを保育する事業」が 22.6％などとなっている。 

 

 

問問問問 22222222    この１年間に、保護者の用事（この１年間に、保護者の用事（この１年間に、保護者の用事（この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭冠婚葬祭冠婚葬祭冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名の、保護者・家族の病気など）により、あて名の、保護者・家族の病気など）により、あて名の、保護者・家族の病気など）により、あて名の    

お子さんをお子さんをお子さんをお子さんを泊泊泊泊まりがまりがまりがまりがけけけけで家族以で家族以で家族以で家族以外外外外にみてもらわなにみてもらわなにみてもらわなにみてもらわなけけけければならないことはありましたか。ればならないことはありましたか。ればならないことはありましたか。ればならないことはありましたか。    

（（（（預け預け預け預け先が先が先が先が見見見見つからなかった場合も含みます）（○は１つ）つからなかった場合も含みます）（○は１つ）つからなかった場合も含みます）（○は１つ）つからなかった場合も含みます）（○は１つ）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この１年間の保護者の用事により、お子さんを泊まりがけで家族以外にみてもらわなければなら

なかったことは、「なかった」が 80.2％、「あった」が 16.2％となっている。 

 

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の
近くの場所で保育する事業

小学生一時預り事業
（シルバー人材センター）

大規模施設で子どもを保育する事業

その他

無回答
N=53

45.3

30.2

30.2

22.6

3.8

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=450

無回答
3.6%

あった
16.2%

なかった
80.2%
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問 22 で「１」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22222222－１－１－１－１    その対処方法と年間の日数をご記入ください。その対処方法と年間の日数をご記入ください。その対処方法と年間の日数をご記入ください。その対処方法と年間の日数をご記入ください。    

（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）（○はあてはまるものすべて・数字で記入）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  対処方法は、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 87.7％と最も多く、次いで「仕方

なく子どもを同行させた」が 16.4％、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が 5.5％などとなっ

ている。 

  日数は、【（同居者を含む）親族・知人にみてもらった】において『６日以上』が 11.0％となって

いる 

 

 

問 22-１で「１ （同居者含む）親族・知人にみてもらった」を選ばれた方にうかがいます。 

問問問問 22222222－２－２－２－２    その場合のその場合のその場合のその場合の困難困難困難困難度はどの程度でしたか。（○は１つ）度はどの程度でしたか。（○は１つ）度はどの程度でしたか。（○は１つ）度はどの程度でしたか。（○は１つ）    

 

                      困難度は、「特に困難ではない」が 68.7％と最も多く、

次いで「どちらかというと困難」が 18.8％、「非常に

困難」が 9.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

（同居者を含む）
親族・知人にみてもらった

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで
留守番をさせた

その他

N=73

87.7

0.0

16.4

5.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（同居者を含む）
親族・知人にみてもらった　N=64

仕方なく子どもを同行させた　N=12

仕方なく子どもだけで
留守番をさせた　 N=4

ベビーシッター等を利用した　N=0

その他　N=2

23.4

33.3

50.0

0.0

21.9

25.0

0.0

0.0
0.0

0.0

0.0

14.1

8.3

0.0

0.0

4.7

0.0

1.6

0.0

0.0

0.0

4.7

0.0

0.0

33.3

29.7

100.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２～３日

４～５日

６～10日

11～15日

16日以上

無回答

N=64

特に
困難ではない
68.7%

非常に困難
9.4%

無回答
3.1%

どちらかと
いうと
困難
18.8%



裾野市 子ども・子育て支援ニーズ調査 

91 

７．子育てに関する一般的な事項について７．子育てに関する一般的な事項について７．子育てに関する一般的な事項について７．子育てに関する一般的な事項について    

 

問問問問 23232323    裾野市裾野市裾野市裾野市の子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段の子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段の子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段の子育て環境や支援の満足度について、１～５の５段階評価階評価階評価階評価でお答えください。でお答えください。でお答えください。でお答えください。    

（１～５のう（１～５のう（１～５のう（１～５のうちちちち、あてはまる、あてはまる、あてはまる、あてはまる番号番号番号番号に１に１に１に１つに○）つに○）つに○）つに○）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  裾野市の子育て環境や支援の満足度の５段階評価は、「３（どちらともいえない）」が 48.9％と最

も多く、次いで「４（やや満足）」が 23.6％、「２（やや不満）」が 16.0％などとなっている。『満足

（４＋５）』は 27.4％、『不満（１＋２）』は 19.6％となっている。 

 

 

問問問問 24242424    今後、今後、今後、今後、裾野市裾野市裾野市裾野市の子育て環境をさらによくしていくために、の子育て環境をさらによくしていくために、の子育て環境をさらによくしていくために、の子育て環境をさらによくしていくために、次次次次のことについてあなたはどのことについてあなたはどのことについてあなたはどのことについてあなたはど    

のようなお考えですか。のようなお考えですか。のようなお考えですか。のようなお考えですか。重要重要重要重要と思われるもの５つまでに○をつと思われるもの５つまでに○をつと思われるもの５つまでに○をつと思われるもの５つまでに○をつけけけけてください。てください。てください。てください。    

（○は５つまで）（○は５つまで）（○は５つまで）（○は５つまで）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今後、裾野市の子育て環境をさらによくしていくために重要と思われるものは、「児童手当制度の

充実や税制度での優遇など、経済的な支援の充実」が 60.4％と最も多く、次いで「公園、児童館な

ど子どもの遊び場の充実」が 57.3％、「夜間や休日における小児科の医療体制の整備」が 46.4％な

どとなっている。

N=450

無回答
4.2%

3
48.9%

1
3.6%

5
3.8%

4
23.6%

2
16.0%

児童手当制度の充実や税制度での
優遇など、経済的な支援の充実

子育てについて相談できる
機関やサービスの充実

公園、児童館など
子どもの遊び場の充実

ボランティア等による
保育サービスの充実

夜間や休日における
小児科の医療体制の整備

妊産婦や乳幼児健康診査、
保健指導等の母子保健体制の整備

保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

子育てについて学べる機会の充実

家庭生活と両立する就労環境の整備 児童への虐待に対する対策の充実

公営住宅の提供や住宅対策の充実
子育てサークルなどの

親や子どもが交流できる場の充実

受験戦争やいじめの解消等
ゆとりのある教育の実現

その他

子どもや親子づれに配慮した
まちづくり

特にない・わからない

子育てに関する情報提供の充実 無回答
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